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あい さ つ 

美里 町 長 段 木 胸 

みさ と 天文 台 は 、 美 里 町 の 豊か な 自然 を 総合 的 に 活用 し 、 町 民 と 都市 住民 の 交流 、 教 育 の 高揚 や 
学術 研究 、 創造 性 豊か な 青少年 の 育成 を 目的 と し て 平成 7 年 に 創設 され まし た 。 そ の 後 足 掛け 10 

年 に わた り 活 動 を 進め て きた 結果 、 和 歌 山 県 だ け で は な く 全 国 規 模 で その 名 を 知ら れる 存在 と な 
っ て いま す 。 

折り し も 、 地 方 分 権 の 推進 や 効率 的 財政 運営 の 必要 性 な どか ら 市 町 村 合 併 の 声 が 高まり 、 人 口 4 

千 人 あま り の 美里 町 も 合併 を 避け る こと は で きま せん 。 合併 の 対象 と な る 各自 治 体 で は 、 地 域内 
各 施 設 を 有効 活用 する た め の 組 織 改 革 を 検討 し な く て は な ら な い 時 期 に き て お り 、 天 文 台 も 例外 
で は あり ませ ん 。 

みさ と 天文 台 は 創設 目的 の 幅広 さか ら 、 活 動 の 幅 も 多岐 に わた り 、 施 設 の 評価 を 行なう の は 容易 
で は あり ませ ん 。 そ こ で 、 天 文 台 が 創設 の 目的 を 達成 すべ く 適 性 に 組織 され 運営 され て きた か 、 
今後 どの よう に 組織 ・ 運 営 す べき さき か 、 を 客観 的 に 評価 する た め 、 各 方 面 の 専門 家 の 方 か ら な る 外 
部 評価 委員 会 を 組織 し まし た 。 天 文 関 係 、{ 関係 、 生 涯 教育 関係 か ら 計 6 名 の 方 に 委員 を 引き 
受け て いた だ き 、 美 里 町 に て 評価 委員 会 を 開催 する こと が で きま し た 。 評価 委 員 会 で の 識 論 を も 
と に 作成 され た 報告 書 が 本 書 で す 。 

ここ に ご 多忙 中 に 貴重 な お 時 間 を 割 い て いた だ きま し た 松田 卓也 委員 長 を は じ め 、 各 委員 の 方 々 
に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 

平成 16 年 3 月



みさ と 天文 台 外 部 評価 委員 会 委員 名 答 

委員 長 

金 松 田 卓也 神戸 大 学 理学 部 教授 
日 本 天文 学会 理事 長 

委員 (5 0 音 順 ) 

金池 内 了 名 古屋 大 学 理学 研究 科 物理 学科 教授 
日 本 学術 会 議 天 文学 研究 連絡 委員 会 委員 長 

金 中山 共 哉 ^ 東京 大 学 情報 基盤 セン ター 助教 授 
イン ター ネッ ト 技 術 研究 委員 会 委員 
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みさ と 天文 台 外 部 評価 報告 書 

1. 。 設立 の 目的 と その 後 の 経 和 
「 入 革 」 (資料 参照 ) に ある よう に 当初 この 天文 台 は 、 森 林 と いう 翼 境 資源 を 活か し 、 
[天文 と 観光 」 を 結び つけ た も の と し て 構想 され た 。 も と も と この 地 の 眺 望 が よく 町 役場 

ババ ン ガ ロー、 遊 園地 な どの 観光 施設 を 設置 し た こと も あり 、 ま た 星空 が きれ いな こと で 

「 認 定 」 さ きれ た こと 、 な ど が 動機 で あっ た 。 し か し 、「 設 置 条例 」 を 町 が 決め る に 際 し て 

は 従来 の 自治 体 文化 施設 の 設置 目的 を 拡大 し て 「 学 術 及び 教育 」 を その 設置 目的 に 座り 込 
みみ 、 公共 天文 台 の 新しい 姿 を 放っ た 。 資 料 の 「 条 例 」 の 第 一 条 、 第 三条 (2) (6) な ど 
が それ ら の 項目 に あたる 。 
& ら に この 天文 台 設置 当時 に は まだ 現在 の よう に 普及 し て いな か っ た いわ ゆる 「TT 技術 」 

と 先駆 的 に 取り 入れ て 活動 を は じ め た の が 特徴 で ある 。1993 年 7 月 の 竣工 式 で 、103 cm 
ロ 径 の 望遠 錯 と な らん で 、 参 加 者 に ブロ ー ド バン ド の イン ター ネッ ト を 披露 し て いる 。 ま 

た 科 初 の 研究 員 の 一 人 に コン ピュ ー タ 技術 の 経験 者 を 採用 し た の も 当時 の 公共 天文 台 や 科 
学 館 に は まだ 見 られ な か っ た こと で ある 。 

序 立 当初 に 取っ た これ ら 二 つの 方 針 は その 後 今日 まで の 天文 台 の ユニ ー ク な 活動 の 実現 に 

笑 が っ つい た 。 こ の 成功 は 、 設 置 当時 、 西 は り ま 天文 台 研究 員 の 体験 を 踏ま えて イン ター ネ 
ッ ト を 用 いた 新しい 公共 天文 台 構 想 を 提唱 し て いた 尾久 土 正己 氏 を 台 長 に 採用 し て 、 そ の 

科 配 を 町 当局 が 積極 的 に 支援 し た こと に 求め られ る 。 

その 後 の 足 掛け 10 年 に わた る 経緯 を みる と 、 い くつ か の 予期 せめ 状況 も 生ま れ て いる 。 
よ ず 、 社 会 一 般 の IT 化 が 予想 以上 の 規模 と スピ ー ド で 進ん だ 。 こ の た め 町 は 天文 台 を 拠 
評 に し た 林 化 の 先進 自治 体 と な り 、 県 レベ ル の 拭 推進 行政 に も 貢献 し た 。 レ か し 同時 に 
全 パー 般 的 か ツー ル と 化し た な か で 「 珍 し さき 」 は 減少 し て お り 、 定 番 の 「 観 望 会 」 だ け で 
な く 天 文 、 科 学 、 自 然 を 主題 と し た 「 学 校 教 育 」「 工 作 教 室 」「 自 然 観察 」「 音 楽 の タ 
べべ 」 な ど 多 様 な 活動 を つぎ つぎ と 展開 する よう に な っ て いる 。 

2. 天文 台 の イヴ ェ ン ト と 研究 員 の 活動 

[資料 」 や 広報 誌 Mc に 見 られ る よう に 天文 台 が 定期 、 不定 期 に 取り 組ん で いる イヴ ェ 

ント は 多彩 を 極め て いる 。 流 星 や 火星 接近 な どの 天文 イ ヴェ ント は マス コミ が 取り 上 げ る 

こと も あり 多数 押し か ける よう で ある が 、 他 の イヴ ェ ン ト は 会 場 の サイ ズ か らし て も 比較 

的 小 規模 の も の で お 互い に 心 の 通う 交流 が 行わ れ て いる 。 その 半面 、 参 加 人 数 は 都会 型 の 

科学 館 活 動か ら み る と 多く な い 。 こ の 実践 を 踏ま えて 、 こ うし た 小 規模 イ ヴェ ント が 持つ 

独自 な 価値 に つい て 総括 ・ 主張 な が な され る こと が 必要 と 思わ れる 。 

町 内 ある い は 地域 の 学校 へ 出向 く 講 師 活 動 を 早い 時 期 か ら 行 う よう に な っ た の も この 天文 

台 の 研究 員 の 先進 性 で ある 。 特に 大 成 高校 美里 分 校 の 生徒 と の 授業 だ け で な い 様 々 な 取り 

組み は 、 学 校 全 体 の 活性 化 に も 寄与 し て いる 。 これ ら の 活動 に は 研究 員 の 創意 工夫 が あっ 

た だ け で な く 学 校 側 の 協力 も 大 事 で あり 、 学校 教育 の 和 柔軟 化 、 活 性 化 に 貢献 し て いる 。 

さら に 近年 、 教 育 活動 は 和歌 山大 学 の 教育 学部 ・ シス テム 工学 部 の 学生 実習 、 学 芸 員 コー 

ス 研 修 、 大 学 支 援 経費 (国立 天文 台 ) に よる 共同 活動 、 さ ら に は 放送 大 学 ス クリ ー ニ ング 

の 学生 の 受け 入れ の 事例 も ある 。 ま た 、 2004 年 度 に は 県 教育 委員 会 の 制度 に よる 学校 教員 

研修 の 受け 入れ も 計画 され て いる 。 

天文 台 は 天文 学 を 中 心 と し た 科学 機器 、 人 材 を 擁 す る 地方 に お ける 重要 な 拠点 で あり 、 小 

中 高 か ら 大 学 、 社 会 教育 の 一 部 を 担う 途 を 拓 い て きた 実績 は 重要 で ある 。 今後 、 各 学校 や 

関係 機関 で も 制度 的 に 定着 さす 方 向 も 探る べき で あろ う 。 

こう し た 多彩 な 活動 は 研究 員 の 創造 的 な 気風 の 高揚 で 云え られ て いる 。 その 活力 に は 研究 

員 の 学術 的 な 活動 を 保証 し 、 奨励 する 組織 の 気風 が 大 事 で ある 。 特 に 、 天文 台 内 の 仕事 に 

だ け に 閉じ こも ら ず 、 全 国 的 な 交流 、 研 修 、 研 究 会 ・ 学会 へ の 参加 、 発 表 、 な ど が 保障 さ 



れ て いる こと は 重要 で ある 。 前記 の よう な イヴ ェ ン ト や 教育 活動 の 多忙 な 状況 で こう いう 
気風 を 維持 する の は 容易 な こと で は な い が 、 こ うし た 保障 は きわ め て 大 事 で ある 。 
2003 年 度 の 「 田 舎 の ブロ ー ド バン ド 」 の よう に 外部 資金 を 獲得 し て 事業 、 研 究 を 行う こと 
は 今後 ます ます 重要 に な る が 、 こ うし た 公募 で 採択 され る た め に も 研究 員 が 積極 的 に 全国 
的 な 場 に 参加 で きる 条件 は 保証 する 必要 が ある 。 ま た みさ と 天文 台 が 科学 研究 費 に 応募 で 
きる 研究 機関 に 指定 され て いな い 問 題 点 も 指摘 され た 。 
近年 、 地 震 観 測 機 器 等 を 敷地 内 に 設置 する 申し 出 が あり 引き 受け て いる の は 科学 コミ ュ ニ 
テイ ー の 一 角 を 占め る 意味 で も 歓迎 すべ き も の で ある が 、 設 置 者 の 研究 報告 等 の 中 に 明確 
に 記載 し て 貰う 必要 が ある 。 

3. 天文 台 運 営 と 町 民 へ の 貢献 
人 口 約 4 千 人 の 町 が 年 間 6 千 万 円 (平成 1 4 年 度 ) の 運営 費 を 支出 し 続け る こと は 近年 の 
自治 体 財 政 の 悪化 の 中 で は 財政 上 重圧 に な っ て いる 。 特 に 建設 費 を カバ ー し た 補助 金 の よ 
うな も の が な い 経 常 的 な 運営 費 を 小さ な 自治 体 で 云え る こと は 容易 で な い 。 幸 い 天 文 台 は 
1) 社会 一 般 の IT 化 を 先導 レ た こと 、2) 熱心 に 展開 する イヴ ェ ン ト で 元気 な 町 興し に 
寄与 し た こと 、3) 学校 教育 の 活性 化 に 貢献 し た こと 、 さ ら に 4) 「 み さと 」 の 名 を 関西 、 
全国 、 国 際 的 に メジ ャ ー な も の に し た こと 、 な ど に よっ て 町 民 か ら 支 持 さ れん て き て いる 
し か し 、 町 財政 の 員 迫 は 深刻 に な っ て お り 、 新 た な 展開 が 必要 に な っ て いる 。 
ここ に 見 られ る 矛盾 は 、 天 文 台 と その 研究 員 の 活躍 の 大 き さ と その 運営 費 を 支え る 町 の サ 
イズ の 小さ さ で ある 。 実 際 、 前 記 1 ) は 和歌 山県 の IT 推進 行政 に も お お い に 貢 献 し た 。 
2) へ の 参加 者 は 美里 町 を こえ た 和歌 山 市 内 、 大 阪南 部 を も 含む 地域 の 天文 ・ 自 然 ・ 文 化 
愛好 の 住民 で ある 。 3 ) の 及ぶ 範囲 も 高校 分 校 の 入学 者 は 町 外 の 地域 に 広がっ て いる 。 ま 
た 近年 は 和歌 山大 学 の 教育 に も 及 ん で いる 。 4) も 県 、 地 域 全 体 の 誇り と な っ て いる 。 こ 
2 し た 町 規模 を 超え た 広域 な 公共 財 に 成長 し た 天文 台 を 支え て 活用 し て いく に は より 広 城 
な 連携 と 運営 形態 を 追求 する 必要 が ある 。 

4 . 今後 の 方 向 に つい て 

10 年 近く に わた る 活動 を と お し て みさ と 天文 台 は 天文 、 科 学 技術 、 教 育 の 施設 と し て 全国 
版 の 地位 を 築い て きた 。 ま た 国際 的 の その 名 を 定着 させ た 。 こ の 先進 的 な 公共 財 と 地元 関 
係 機関 と の 連携 を 「 検 討 す る 会 」 が 、 和 和歌山 大 学 、 県 企画 部 ・ 情 報 政 策 課 、 県 教育 委員 会 、 
美里 町 の 代表 が 一 堂 に 会 し て 、2003 年 秋 に 立ち 上 げ ら れ た こと は 、 前 記 の 「 矛 盾 」 を 解決 
する 重要 な 方 向 性 を 示唆 し て いる 。 地方 の 和敬 智 を 活か し た 、 県 、 大 学 、 学 校 教育 、 社 会 教 
育 の 連携 し た 新しい 関係 の 構築 を 期待 する 。 こ うし た 連携 の 機運 を さら に 促進 する た め に 
下記 の 様 な 具体 的 取り 組み の 芽 を 発展 させ る 段階 に ある 。 
・2003 年 度 に 和歌 山大 学 教員 (教育 学部 、 シ ステ ム 工 学部 の 教員 を 含む ) に みさ と 天文 台 
の 研究 員 も 参加 し た 計画 を 国立 天文 台 の 大 学 支 援 経費 に 応募 し て 採択 され 実施 され た 。 こ 
う し た 経験 は 大 学 教育 に と っ て も 新しい 展開 で あり 、 さ ら に この 芽 を 伸ばし て いく こと が 
期待 され る 。 

「 学 芸 員 」 の 実習 機関 と し て みさ と 天文 台 は すでに 実績 を も つが 、 天 文学 や 観測 機器 開発 
の 面 だ け で な く 、 さ ら に 教養 教育 や 研究 の さら に 広い 面 で の 連携 も 模索 する 価値 が ある 。 

・ 学校 教 員 の 研修 が 予定 され て いる と 聞く が 、 重 要 な 方 向 で ある 。 先 進 科 学 イ ン フ ラ の 集 
積 地 で ある 天文 台 で 研修 し 、 ま た 公開 天文 台 と し て の 活動 に 参加 する こと は 、 学 校 で は 得 
られ な い 貴 重 な 体験 と な る 。 

・ 和 歌 山県 が 推進 する 森林 、 環 境 、 歴 史観 光 (世界 文化 遺産 、 高 野山 な ど ) 、IT、 防 災 な 
どの 政策 を も 視野 に いれ 、 町 民 ・ 県 民 と ここ ろ を 一 に し て 、 専 門 家 と し て の 独自 な 視点 で 
持て る 資源 と ブラ ンド 名 を 活か し た 活動 を 継続 すべ さき で ある 。「 わ か て ん 」 が 取り 組ん で 
いる 和歌 山 の 天 文人 物 史 掘り 起こ し は そう し た 試み の 一 つ で あろ う 。 



各 委 員 意 見 書 (名 稚 順 ) 

神戸 大 学 理学 部 松田 卓志 

平成 16 年 3 月 15 日 に みさ と 天文 台 を 外部 評価 の た め に 訪れ た 。 み さと 天文 台 は 也 紀 

替 線 海南 駅 で 下車 し て 、 車 で 3 0 分 ほど の と ころ に ある 。 美里 町 は 海南 市 の 東 の 野上 町 の 

さら に 東 に 位置 し て お り 、 そ こ か ら 道 を さ ら に 進む と 高野 山 や 秘 湯 の 龍神 温泉 に 至る 。 海 

南 市 は 、 か つて は 住友 金属 で 、 野上 町 あたり は シュ ロ の 加工 で 栄え た と いう 。 昔 は 野上 電 

鉄 と いう 電車 まで 走っ て いた と いう か ら 、 か な り の も の で あっ た の だ ろう 。 し か し 、 現在 

で は か つて の 勢い は な い 。 美里 町 は さら に その 奥 に あり 、 か つて は 林業 な ど が 盛ん で あっ 

た よう だ 。 要 する に 美里 町 は 山 に 囲ま れ た 、 草 深 い 田 舎 な の で ある 。 人 口 の 老齢 化 が 進み 、 

か な り の 数 の 小学 校 が 統廃合 され て いる 。 

みさ と 天文 台 は 、 そ の 美里 町 に 平成 7 年 に 発足 し た 。 この 地 に 天文 台 な で きた きっ か け 

の 一 つ は 、 夜 の 暗 さ に ある の だ が 、 し か し 本 当 の と ころ は 、 多く の この 種 の 公共 天文 台 と 

同様 に 、 設 立 目 的 は や は り 村 お こし 、 町 お こ し の た めで あっ た と 穴 せ られ る 。 開 設 当時 、 

日 本 一 の 口径 を 誇る 1 0 5 セン チ メ ー ト ル 望 遠 鏡 が 設置 され た 。 総 費 用 は 3 億 円 も か か っ 

た と いう が 、 こ の 金額 を 高い と みる か 安い と みる が 。 私 は 安い と 思う 。 と いう の は 、 詞 遠 

鏡 を 買い 、 そ れ を 入れ る 建物 を 造る の は 一 時 の こと で 、 それ も 補助 金 に 頼る こと が で きる 。 

問題 は その 後 の 維持 、 運 用 費用 で ある 。 そ の 費用 の 多く は 、 ほとん ど は 広い 意味 の 人 件 

費 で ある 。 予 算 の 推移 を 見 る と 、 平 成 7 年度 の 1.1 億 円 か ら 光 減 を 続け て 、 最 近 で は 5 千 

万 円 に まで 下がっ て いる 。 し か し この 金額 で も 、 人 口 4 千 人 の 美里 町 と し て は 、 大 変 な 金 

和 額 で ある う 。 利 用 者 数 も 設立 当初 の 7 万 人 か ら 、 近年 は 2 万 人 の 線 を 推移 し て いる 。 

和歌 山 に は も う ひ と つこ の 種 の 公共 天文 台 、 か わ べ 天文 台 公 園 が ある 。 こ こ は 不 幸 な こ 

と に 、 そ の 維持 の た め の 予 算 、 年 間 6-7 千 万 円 が 捨 出 で き な いと し て 、 町 長 は 研究 員 の 廃 

止 の 方 向 に 動い て お り 、 天 文学 者 で も ある 天文 台 長 が 最近 、 辞任 し た と いう (天文学 コ ミ 

ュ ニ ティ に と っ て ) 暗 い ニ ュー ス が 流れ た 。 こ こみ さと 天文 台 は 、 台所 事情 の 苦し さ は 同 

じ で ある うな が 、 町 長 、 町 政 の 積極 的 な 理解 の 元 に 、 何と か し て 維持 、 発 展 の 方 向 に 向かっ 

て いる 。 実 際 、 美里 町 は 天文 台 の ほか に も 情報 通信 セン ター を 持っ て お り 、 田舎 に ブロ ー 

ドバンド を 引く 事業 を 行っ て きた 。 町 の 科学 技術 に 対す る 積極 的 な 寄与 が 評価 で きる 。 

日 本 天文 学会 で は 、 こ の 種 の 公共 天文 台 、 プ ラ ネ タ リ ウム を 始め と する 社会 教育 施設 が 、 

近年 、 廃 止 な いし は 縮小 の 方 向 に 動い て いる こと を 危 恨 し て 、 維持 発展 を 願う 記者 会 見 を 

行っ た 。 こ の 種 の 施設 の 多く は バブ ル の 頃 に 、 それ ほど 明確 な 設立 理念 も な く 作 られ た も 

の が 多く 、 財 政 困難 に な る と 、 真 っ 先 に 切り 捨て られ る 運命 に ある 。 し か も 最近 の 町 村 合 

併 の 動き は 、 そ れ を 加速 する お それ が ある 。 

みさ と 天文 台 は 、 前 台 長 の 尾久 土 氏 の 尽力 に より 、 その 設置 条例 の 設置 目的 の 中 に 「 天 

文 ・ 宇 宙 に 関す る 調査 、 研究 及び 資料 等 の 刊行 並び に 公開 事業 」 と いう 文言 が 挿入 され た 。 

当初 か ら 地 元 と 天文 学研 究 者 が 一 体 と な っ て 、 明確 な 設置 目的 を 持っ て 設置 され た 数 少な 

い 公 共 天 文 台 の ひと つ で あろ う 。 実 際 、 研 究 論文 の リス ト に よる と 、 多数 の 英文 査読 論文 

か ら 始 まり 、 国 際 会 議 発 表 、 国 内 学会 発表 、 著 作 な ど が あり 、 単なる 社会 教育 施設 で は な 

く 、 立 派 な 研究 施設 と し て 機能 し て いる 。 み き さ と 天文 台 は 同様 な 公共 天文 台 で ある 、 ぐ ん 

ま 天 文 台 、 西 は り ま 天文 台 、 美 星 町 天文 台 と 十分 に 匹敵 する 。 新聞 掲載 率 や ウェ ブ 検 索 率 

で みる と 、 そ の 教 を 所 員 の 数 で 割っ た 割合 で は 、 国 立 天 文 台 、 有名 国立 大 学 、 公 共 天 文 合 

の 中 で トッ プ に 立っ て いる の は 、 ひ と え に 研 究 員 の が ん ば り に よる も の と 推察 で きる 。 

し か し 公共 天文 台 は 、 天 文学 研究 が 最大 の 目的 で は な く 、 や は り 地 方 の 社会 教育 へ の 寄 

与 が 求め られ て いる 。 夜空 の 観望 会 を 行う こと は どこ で も 行っ て お り 、 実際 、 み さと 天文 

台 で も 主 と し て 和歌 山県 内 の 学校 や 諸 団体 に 対す る 社会 教育 に 頁 献 し て いる 。 し か し それ 

以上 に 重要 な こと は 、 研究 員 が 地元 の 高校 分 校 で 理科 の 指導 を 行う こと に より 、 分 校 の 振 



興 に 役立っ た と いう 話 で ある 。 当 初 は 分 校 の 一 学年 の 定員 4 0 名 の うち 半数 し か 生徒 が 集 
ま ら ず 、 そ れ も 地 元 よ り は 他 の 町 か ら の 通学 者 が 多かっ た と いう 。 地元 の 生徒 は 他 の 町 の 
高校 に 流出 し て いた の だ 。 し か し みさ と 天文 台 の 研究 員 が 、 地 元 分 校 の 生徒 に 理科 を 学ぶ 
こと の お も し ろ さ を 伝え た 結果 、 そ れ が 地元 の 生徒 や 親 に 評価 され て 、 現 在 で は 定員 4 0 

人 が 充足 し 、 か つ そ れ が 地元 の 生徒 で ある と いう 。 こ の 成果 の 結果 、 始 め は みさ と 天文 台 
に 懐疑 的 で あっ た 町 議会 も 納得 し た と 聞く 。 こ れ な ど は 、 公 共 天 文 台 と し て 非常 に 立派 な 
地元 真 献 で あり 、 高 く 評 価 で きる 。 
まとめ る と 、 み さと 天文 台 は 学術 研究 に お いて も 、 地 元 に 対す る 社会 教育 に お いて も 、 

非常 に 高い 成果 を 上 げ て いる と 評価 で きる 。 



名 古屋 大 学 大 学院 理学 研究 科 = 池内 

1. 全体 と し て 

i みさ と 天文 台 は 、 「 教 育 の 普及 と 学術 研究 及び 文化 の 発展 と 科学 ・ 技 術 を 身近 な も の 

| と し 、 創 造 性 豊か な 青少年 の 育成 に 寄与 する 」 (条例 第 1 条 ) た め に 設け られ た 公共 文化 

| 施設 で あり 、 足 か け 1 0 年 に 及ぶ 活動 を 見 る 限り に お いて は 、 当初 目的 を 十分 に 乗 た し て 

| いる だ け で な く 、 さ まさ ざま な イヴ ェ ン ト 活動 を 通じ て 町 民 に 根 を 張っ た 取り 組み を 進め て 

| お り 、 地 域 の 拠点 と し て の 役割 を 十 二 分 に 果たし て いる 。 ま た 、 イン ター ネッ ト を 用 いた 

新しい 公共 天文 台 構 想 は 着実 に 根 を 広げ 、 全 国 的 な レベ ル で も 注目 され て きた こと は 特筆 

に 値する 。 そ れ が 県 レベ ル の 1 本 推 進行 政 に 真 献 し 、 美里 町 の 名 を 全国 区 に 押し 上 げ る 原 

動力 に な っ た 。 そ の 意味 で は 、 文 化 施 設 と し て の 公共 天文 台 の 1 つの 模範 を 示し た と 言え 

る 。 た だ 、 建 設 後 1 0 年 の 機会 に 検討 すべ き 課 題 も ある と 思わ れる 。 みさ と 天文 台 と 地元 

関係 機関 と の 連携 を 「 検 討 す る 会 」 が 発足 し た こと を 知り 、 以下 に 検討 課題 と 思わ れる 項 

目 を あげ て 置き た い 。 

2. 経営 の 観点 
いか に 公 葬 財 と し て の 文化 施設 と は いえ 、 町 財政 に 英 大 な 負担 を か けた まま で は 今後 の 

誰 移 に つい て 懸念 を 持つ っ 。 こ れ ま で は あま り 財 政 問題 に 考慮 し な く て も よかっ た の か も し 

れ な い が 、 少 し で も 町 財政 の 負担 を 軽減 する た め の 経 営 的 な 観点 を 導入 する こと が 必要 で 

ある 。 そ の た め に 以下 の 諸点 を 検討 し て 頂き た い 。 | 

(』) 「 友 の 会 」 組 織 を 充実 させ 、 ボ ラン ティ ア 活 動 を 通じ て 、 イ ヴェ ント な どの 多様 な 

活動 を 充実 させ る こと 。 現 在 で も 、 学 校 教育 や 工作 教室 、 自 然 観察 や 音楽 の 夕べ な ど を 随 
時 開催 し て いる が 、「 友 の 会 」 と 連携 し 合っ て 町 民 が 参加 する イヴ ェ ン ト を 工夫 する こと 
が 大 事 な の で は な いか 。 単 に 「 友 の 会 」 を ファ ンク ラブ と せ ず 、 地 元 と 密着 し 板 を 張る 基 

韓 的 な 組織 と すべ き で あろ う 。 
(b ) 活動 報告 を 見 る と 、 リ ピー ター が 少な い 印象 を 受け る 。 文 化 施設 が 成功 する 最大 の 

要因 は いか に リ ビ ピー ター を 増 や すか 、 に か か っ て いる 。 そ の た め に は 、 参 加 者 か ら の アン 

ケー ト に よっ て 、 好 まし い 催 し レ や イヴ ェ ン ト に つい て 希望 を 聞き 、 ま た 施設 に 関す る 要 記 

も 肖 み 上 げ る 努力 が 必要 で ある 。 町 民 に 集まり を 持っ て も ら っ て 要望 を 聞く 機会 と し た り 、 
こ ニュ ニー スレ ター に 住民 の 声 を 反映 させ る よう な こと も 考え る べき だ ろう 。 
(。) 天文 台 と いう 名 称 を つけ た が 故に 、 イ ヴェ ント の 内 容 が 天文 に 偏り 過ぎ て いる きら 
い が あ る 。「 学 術 研究 及び 文化 の 発展 」 を 目指 す 公共 文化 施設 と し て 、 も う 少 し 幅 を 広げ 
た 活動 を 企画 立案 すべ き で は な いか 。 現在 で は 、 環 境 問題 に 端 を 発し た 生態 系 の 問題 や 地 
球 温 暖 化 問題 な ど びな クロー ズ ア ッ プ され て お り 、 地 元 和歌 山県 も 無 統 で は な い 。 そ れ ら を 
閣 め た 公共 文化 施設 ヘ 一 歩 脱皮 する こと が 要請 され て いる の で は な いか 。 そ れ に よっ て 地 

城 に か ら の 支援 も 高まる こと に な る だ ろう 。 地 域 に 根 を 張っ た 活動 へ の 1 つの ヒン ト と し 

て 欲 し い 。 
いずれ に せよ 、 施 設 利用 者 を も っ と 増やす 努力 が 必要 で ある と 考え る 。 

3. その 他 

公共 天文 台 (及び 文化 施設 一 般 ) は 、 い ず こ に お いて も 苦戦 を 強い られ て いる 。 日 本 の 

文化 政策 が 貧困 で ある こと が 主要 な 原因 だ が (研究 員 に 科研 費 や 財 団 か ら の 奨励 金 を 申請 

する 資格 が な い 、 文 化 に 対す る 補助 金 が 少な すぎ る 等 ) 、 他方 で は 市 民 の 文化 へ の 意識 が 

低い こと も ある 。 で ある が 故に 、 公 共 天 文 台 (や 文化 施設 ) に 期待 され る 役割 も 大 きく 、 

町 が この よう な 施設 を 建設 ・ 運 営 す る こと を 高く 評価 し た い 。 そ し て 、 それ が 長く 継続 さ 

れる た め に は 、 町 民 の 理解 と と も に 、 施 設 と し て の 経営 の 感覚 を 養う 必要 が ある と 考え る 。 

る ん 、 採 算 が と れる よう に せよ と 言っ て いる わけ で は な く 、 いか に 利用 者 を 増やし て い 

く か は 日 々 考え 工夫 する と いう 意味 で ある 。 | 



も う 1 つ は 、 小 中 高大 な どの 学校 と の 連携 を 強め 、 総 合 学習 に 活か し た り 、 学 生 や 教 員 
の 研修 の 場 と し た り 、I の 実験 場 と し た りな ど 、 公 共 財 と し て の 天文 台 作 り を 目指 す 必 

要 が ある 。 そ の た め に は 、 天 文学 だ け で な く 、 広 く 科 学 ・ 技 術 の 素養 を 持つ 人 々 と の 連携 
を 広げ 、「 科 学 館 」 と し て 多様 な 取り 組み を 行っ て いく こと が 望ま れる 。 そ れ に よっ て 地 
域 の 拠点 と し て の 地位 が 獲得 で きる だ ろう 。 



東京 大 学 情報 基盤 セン ター 中山 雅哉 

みさ と 天文 台 は 、 設 立 当 初 か ら イ ンタ ーネット へ の 接続 が 行わ れ 、 公共 天文 台 と し て は 初 

め て ネッ トワ ー ク 経由 で の 観測 が 可能 な 天文 台 と し て の 役割 を 果たし 、 世界 的 に 高い 評価 

を 受け て いる 。 こ れ は 、 日 食 を 除く ほとん どの 天文 現象 が 夜間 に 観測 され る た め 、 初等 中 

等 教育 機関 で は 野外 研修 を 除け ば 自習 の 形 で し か 観測 を 実施 する こと が で き な い と いう 特 

微 を 逆手 に と り 、 地 球 の 裏側 で 夜間 に 観測 され る 天文 現象 を イ ンタ ーネット に より ライ ブ 

中 継 す る こと で 昼 の 授業 時 間 中 に 実施 で きる よう に し た た めで ある 。 1 9 9 6 年 8 月 の 米 

国 (アド ラー プラ ネタ リウ ム ) と の 遠隔 観測 を 皮切り に 、1 99 8 年 3 月 に は ドイ ツ ( ミ 

ュ 」 ン ヘン ) と も 遠隔 観測 を 実施 し て その 有効 性 を 明らか に し て いる 。 1 9 9 8 年 6 月 に は 、 

世界 各国 で 天文 教育 を 実施 し て いる 研究 者 を 集め た 国際 シン ポジ ウム を 主催 し 、 世界 各国 

の 情報 交換 を 主導 する 立場 に あっ た 。 この 様 に 世界 規模 で 天文 教育 に 施設 利用 を 実施 し て 

いる 例 は な く 、 国 際 会 議 で の 報告 で も 高い 評価 を 受け て いる 。 

また 、199 5 年 1 1 月 の 「 土 星 の 輪 の 消失 」 を 始め と し て 、 土星 食 や アル デバ ラン 食 、 

忌 既 月 食 な ど 観測 機 会 の 少な い 天文 現象 の イン タ ーネット 中 継 に 積極 的 に 取り 組み 継続 し 

て 実施 し て いる こと で 、 人 々 へ の 天文 現象 へ の 関心 を 高め る こと に 貢献 し て いる 。 と くに 、 

情報 通信 白書 に よる と 、 みさ と 天文 台 が 設立 され た 翌年 の 1 9 9 6 年 に は 3. 3% し か イン 

ター ネッ ト 接 続 が 普及 し て いな か っ た 一 般 家庭 で も 、 その 後 、 年 を 追う ご と に 6. 狗 , 

11.0%。 19.1%, 34.0%, 60.5% と 増加 し 、200 2 年 に は 81. 物 の 家庭 に イン ター ネッ ト 

が 利用 で きる 環境 が 整う 様 に な っ て き て いる 。 こ の た め 、 イ ブイ ンタ ーネット ライ ブ 中 継 に よ 

る 天文 現象 の 紹介 は 、 場 所 を 選ば な い 学 習 機会 を 与え る 場 と し て 非常 に 有効 な 手段 に な っ 

て いる 。 こ れ は 、 み さと 天文 台 が 1 9 9 7 年 か ら 参 画 し て いる 、 世界 各地 で 起こ る 金 環 晶 

食 や 皆既 日 食 の イン ター ネッ トラ イブ 中 継 を 実施 し て いる LIVE! ECLIPSBE の 統計 デー タ 

に よる と 、 数 時 間 の うち に 10000 人 以上 が 同時 視聴 す る 程 の 規模 に な っ て き て いる こと か 

ら も 伺う こと が で きる 。 

この 様 に 、 イ ンタ ーネット を 活用 し た みさ と 天文 台 の これ まで の 活動 は 、 町 立 の 施設 と い 

> ぅ 役割 を 大 きく 上 回 る 評価 を 与え る こと が で きる 。 し か し 、 イ ンタ ー ネ ッ ト を 用 いた 遠隔 

観測 や ライ ブ 中 継 に は 、 必 ず 研 究 員 が 応対 する 必要 が 生じ て お り 、 天文 台 を 訪れ る 施設 利 

用 者 へ の 対応 も 加え る と 各 研 究 員 の 負担 は 大 きく な っ て いる は ず で 、TfT 技術 に も 精通 し た 

研究 員 の 確保 が 必要 で ある と 考え る 。 こ の た め に は 、 県 や 国 か ら の 補助 金 な ど 他 の 資金 を 

受け いれ て 事業 を 実施 する こと も 検討 し て いく 必要 が ある だ ろう 。 
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奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 山口 英 

1. 長期 財政 構造 の 改善 
天文 台 そ の も の の 活動 は 、 光 学 望 遠 鏡 な ど 各 種 装置 が 適切 に 機能 する こと に 依存 し て いる 。 
し た が っ て 、 各 種 装置 の 運用 保守 に つい て 、 (1) 耐用 年 限 内 で の 保守 が 可能 な 弾力 的 な 
財政 基盤 を 確保 する こと 、 (2) 耐用 年 限 満了 時 に 遅滞 無く 新た な 機器 に 置換 え 可 能 な 

「 機 器 入 替 の た め の 長 期 引当 金 」 と いっ た 形 の 財政 的 な 資金 蓋 積 を 設計 する こと 、 (3) 
現在 の 予算 設定 ・ 大 福 帳 方 式 に よる 予算 管理 か ら 、 キ ャ ッシュ フロ ーー 管理 型 の 予算 管理 に 
切り 替え 、 実 際 に どの 程度 の 資金 を 必要 と する の か が 明確 に 分 か る よう な 構造 を 導入 し 、 
長期 的 な 運用 を 前 所 と し た 財政 基盤 を 作り 出す こと が 必要 で ある 。 特に 、 (1) 、 (2) 
に つい て は 、 天 文 台 の 価値 を 維持 する た め に 必須 の 作業 で ある と 考え る 。 

2. 対外 認知 度 の 改善 と リピ ー タ 作り 
天文 台 そ の も の の 対外 認知 度 を より 一 層 高 め る た め の 方 策 が 必要 で ある と 考え る 。 こ れ に 
は 、 マ ス メ デ ィ ア を 使う と いう よう な 従来 手法 を 用 いる の で は な く 、 イ ンタ ーネット な ど 
の 新しく 低 コ スト の メデ ィ ア を 巧み に 使い 、 ディ ー プ な ファ ン 、 リ ピー タ 、 別 の 言葉 で い 
えば エバ ンジ ェ リ スト を 増やす こと を 目指 すべ き で ある 。 元 々 、 天 文 関 係 の 情報 その も の 
は 、 多 く の 人 た ち を 惹き つけ る 力強い コン テン ツ と 言え る 。 本 当 の 意味 で みさ と 天文 台 を 
愛す る ディ ー プ な ファ ン を 獲得 し 、 よ り 積 極 的 に 関わ っ て くる ファ ン に は 別途 優遇 を し 
た サー ビス を 提供 で きる よう に な る の が 良い だ ろう 。 航空 会 社 が 行っ て いる FFP の 本 質 
を 取り 入れ た よう な 、 思 誠心 高い 熱狂 的 な エバ ンジ ェ リ スト を 生み 出す 努力 を すべ きだ 。 

3. イン パク ト あ る 教育 コン テン ツ 作 り 
みさ と 天文 台 が 生み 出せ る コン テン ツ は 、 単 に 研究 成果 だ け で は な く 、 多 く の 次 の 世代 、 
特に 小 中 学 生 を 魅了 する 教育 コン テン ツ も ター ゲッ ト と し て 考え る こと が で きる だ ろう 。 
さら に 、 そ の コン テン ツン ツ を 天文 台 単 体 で 作る の で は な く 、 美 里 町 に 来る と 、 そ の 他 の 教育 
効果 も ある 、 例 えば キャ ンプ や トレ ッ キ ング な どの 野山 の 自然 と の 付き 合い 方 を 学ぶ 場 を 
提供 する と か 、 あ る い は 、 連 続 型 総合 学習 の 機会 提 作 を 考え た りす る こと も で きる だ ろう 。 
美里 町 と し て 「 天 文 台 の ある 町 」 と いう 名 声 を 得る こと は で きた の で 、 こ れ を 関連 する 傾 
域 に 対し て 水平 展開 し 、 そ の 核 に 天文 台 を 位置 付け る と いう よう な コン テン ツ 構 築 に も 挑 
戦 す べき だ と 思う 。 
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和歌 山大 学生 涯 学習 教育 研究 セン ター 山本 健 慈 

1 。 新しい 型 の 「 博 物 館 」 と し て 
「 星 の 動物 園 」 を 、 子 ども ・ 成 人 を 含む 住民 の 学習 、 生 涯 学習 の 施設 と し て 所 えれ ば 、 

それ は 社会 教育 施設 と し て の 「 博 物 館 」 に 該当 する と いっ て よい 。 
世界 を 見 渡し て みる と 、 国 家 的 な 規模 の 大 規模 博物 館 も ある が 、 地 域 に 生み 出さ れ 、 地 

款 に 支え られ た 博物 館 は 少な く な い 。 し か し 日 本 に お いて は 、 国 家 的 な 大 規模 博物 館 に お 
いて も 貧弱 で あり (一例 を 挙げ ば れ ば 、 博 物 館 法 <1951 年 制定 > は 「 公 立 博物 館 は 、 入 館 料 
その 他 の 博物 館 資 料 の 利用 の 対価 を 徴収 し て は な ら な い 」 と まず 原則 を 提示 し な が ら 、 
「 但 し 、 博 物 館 の 維持 運営 の た め に や む を 得 な い 事情 の ある 場合 は 、 必 要 な 対価 を 徴収 す 

る こと が で きる 」 と 続く 。 こ の 「 但 し 書き 」 に 基づい て 、 今 日 まで 依然 と し て 入館 料 を 徴 
収 し て いる 。 そ れ だ け で な く 、 近 年 、 国 立 博物 館 は 「 独 立 行政 法人 」 に 移行 し 、 い っ そう 
法 に 基づく 「 原 則 」 の 適用 は 困難 と な っ て いる ) 、 い わん や 自治 体 立 、 と くに 市 町 村立 の 
博物 館 に お いて 、 高 い 学術 的 な 水準 を 基礎 に し た 生涯 学 習 施設 と し て の 博物 館 は 、 き わ め 
て 少な い 。 
この な か で 「 星 の 動物 園 」 は 、 評 価 報告 書 本 文 に ある よう に 、 高 い 学術 研究 の 水準 を 確 
保 し つつ 、 小 中 高 の 学校 教育 は も ちら ろ ん 、 大 学 教育 や 住民 の 学習 ・ 教 育 に お いて も 優れ た 
活動 を 実現 し て お り 、 自 治 体 立 の 博物 館 の な か で と 突出 し た 業績 を 達成 し て いる と いえ る 
で あろ う 。 
2. 設立 の 基本 コン セプト と マネ ー ジ メン ト 

し ば し ば 博物 館 は 、「 学 芸 活動 の 定着 は 技術 的 課題 へ の 取り 組み が あっ て は じ め て 可能 
と な る が 、 そ れ は 実務 的 課題 で ある が ゆえ に 、 関 係 者 内 部 の 検討 へ と 収 迷 さ きれ て いく 福 合 
と も っ て いた 。 博物 館 は 社会 を 対象 と し な が ら 、 し か し その あり 方 を 論ずる と き 、 (中 
族 ) 社会 か ら 隔 離さ れ た 職人 的 博物 館 論 の 性 格 を 色濃く も っ て いた 」 (伊藤 寿 朗 日 本 社 
全数 背 学 会 編 『 現 代 社会 教育 の 創造 … 社 会 教育 研究 3 0 年 の 成果 と 課題 』 東 洋館 出版 社 
1988 年 ) と いわ れる が 、「 浴 革 」 に ある よう に 、「 天 文 と 観光 」 を 結び つけ よう と いう 設 
立 の 基本 コン セプト を 打ち 出す こと に よっ て 、 自 治 体 が 運営 の 財政 的 基 礁 を 提供 し 、 す ぐ 
れ た 専門 家 を 配置 し た こと が 、 今 日 の 結果 を 生み 出し た と いえ る 。 

上 記 の 指摘 に ある よう に 、 し ば し ば 専門 家 は 「 社 会 か ら 隔離 され た 職人 的 」 な スタ イル 
に なり が ち で ある の で ある が 、「 星 の 動物 園 」 に お いて は 、 「 職 人 的 」 ス タイ ル か ら 脱 皮 

し た 企画 力 を も ち 、 か つ マ ネー ジメント 能力 を 持ち 合わ せ た 人 材 を 確保 し た こと が 、 今 日 
の 達成 を 実現 し た と いえ る で あろ う 。 
すなわち 多彩 な イベ ント 、 と り わ け 小 規模 の も の が くり 返し 行わ れ て いる 。 一 般 に 大 規 
横 な イベ ント が 評価 さき れる が 、 こ れ は 効率 性 に お ける 評価 で あり 、 学 習 評価 的 に みれ ば 、 
学習 者 と 専門 家 の 交流 、 一 般 学習 者 同士 の 交流 を 含む 学習 過程 こそ 、 真 の < 学習 > と し て 
意味 の も の で あり 、 こ れ に 注ぐ 施設 の 経営 的 な 、 ま た 専門 家 の 人 的 な 努力 こそ 評価 され る 
べき で ある 。 
その 意味 で 、 こ こ で の 業績 は 、 自 治 体 の 生 泊 学 習 運 営 ・ 経 営 論 に も 多く の 示唆 を 与え て 

いる と 考え られ る 。 
3 . 広く 関係 者 の 参加 と 支持 に よる 運営 を 

し か し 経常 的 な 運営 費 を 小さ な 自治 体 で 友 え る こと は 容易 で は な い 。 現 在 、 自 治 体 の 
「 市 町 村 合併 」 が すす む 、 地 域 の 広域 的 な 連携 は ひと つの 形 と な る が 、 そ れ は 「 行 財政 の 
効率 化 」 を 目的 と し て お り 、「 星 の 動物 園 」 の 運営 基 艇 の 強化 に 直ちに 直結 する わけ で は 
ない 。 こ の 困難 を 克服 する た め に は 、 評 価 書 本 文 が 指摘 し 、 ま た 本 積 が 指摘 する 点 が 広く 
情報 公開 され 、 本 施設 を 直接 的 に 利用 し な い 層 も 含め た 、 本 施設 に つい て の 認識 が 広がる 
こと が まず 求め られ る 。 加 えて 本 施設 の 恒常 的 利用 者 お よび 利用 団体 が 組織 化 さ れ 、 本 施 
設 の 運営 に コミ ッ ト す る 方 法 が 考え られ る こと が 望ま し い 。 
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文部 科学 省 国 立 天 文 台 渡部 潤一 

評価 者 で ある 渡部 は 、1994 年 か ら 2003 年 まで 国立 天文 台 の 広報 普及 室長 を 務め て きた 。 
この 間 、 み さと 天文 台 を は じ め と する 地方 自治 体 が 運営 する 公開 天文 台 な ど は 、 一 般 市 民 
と 国立 天文 台 な どの 研究 機関 と を 結ぶ 重要 な 役割 を 果 た し て いる と 位置 づけ 、 そ れ ら と の 

様々 な 連携 を 模索 し て きた 。 上 具体 的 事業 と し て は 、1996 年 か ら 開始 し た 最新 の 画像 ・ 情 報 
配信 シス テム ・ 公 開 天 文 台 ネ ットワーク (PAONET) や 、1995 年 か ら 開 始 し た スタ 

ー・ ウ ィ ー ク な ど を 通じ て 、 各 地 の 公 開 天 文 台 や 科学 館 、 プ ラ ネ タ リウ ム な ど と の 具体 的 

な 連携 を 推進 し て きた と ころ で ある 。 
さて 、 こ うい っ た 事業 の 推進 た あたり 、 み さと 天文 台 は 当初 より 格別 に 積極 的 な 協力 を 

惜しま な い 、 公 開 天 文 台 と し て は 珍し い 施 設 で ある と いう 印象 を 持っ た 。 も と も と 会 開 天 
文 台 ネッ トワ ー ク の 構想 や 、 そ の 実現 と に あたっ て は 、 国 立 天 文 台 だ け の 力 で は 不可 能 な 側 
面 が あっ た 。 そ の 点 で 、 み さと 天文 台 前 台 長 で ある 尾久 土 氏 を 中 心 と し た ネッ トワ ー ク 技 
術 に 関す る 研究 員 の 尽力 が 大 きい 。 こ の 点 は 、 平 成 7 年 に みさ と 天文 台 が 発足 し た 当時 か 

ら 、 イ ンタ ーネット の 活用 を 考え 、 そ れ ら に よる 様々 な 事業 を 実現 し て きた 点 に 結実 し て 
いる 。 さ ら に は 、 ネ ットワーク を 活用 し た 様々 な 可能 性 を 示し た こと に よっ て 、 美 里 町 で 
は 情報 通信 セン ター と いう 組織 まで で き あ が っ た と いう 事実 は 、 今 後 の 地 方 自治 に お ける 
ネッ トワ ー ク の 活用 に よる 地方 活性 化 の ひと つの モデ ルケ ー ス と 思わ れる 。 
通常 、 地 方 自治 体 の 天文 台 は 、 天 文学 ある い は 宇宙 科学 、 せ い ぜ い 理科 の 学習 環境 を 提 

供する と 言う と ころ で と ど ま っ て し まう こと が 多い 。 し か し 、 み さと 天文 台 は 、 そ れ ら の 

基本 的 事業 は も ちろ ん の こと 、 ネ ットワーク と いう 新しい イン フラ の 活用 と いう 全く 新 し 
い 視 点 で 学校 教育 や 生涯 教育 を 通じ て 、 地 方 活性 化 に 資 し て きた 功績 は 特筆 すべ き で あろ 
So 

ネッ トワ ー ク の 活用 に よる 様々 な 功績 は 、 も ちろ ん 前 台 長 の 尾久 土 氏 、 田 中 氏 の 芝 績 が 
大 きい が 、 他 の 研究 員 も 特色 ある 事業 を 進め て いる 。 豊 増 氏 は 国立 天文 台 野 辺 山 大 陽 電 波 
観測 所 で 不要 と な っ た アン テ ナ を 移設 し 、 こ れ を 活用 し た 電波 天文 学 の 教育 を 開始 し て い 
る 。 小澤 氏 、 矢 動 丸 氏 は 、 カ ラーCCD カメ ラ を 用 いた 広報 用 の 動画 の 作成 に つい て の 研究 
を 進め て いる 。 こ れ ら は 新しい 技術 や 研究 機関 で は 手 に 余る 設備 を 教育 や 広報 、 研 究 に 活 
用 する と いう 意味 で 、 ネ ットワーク の 活用 と 同様 に 、 非 常に 斬新 な 試み で ある と 評価 で き 
る 。 こ れ ら は 評価 者 が 今回 指摘 する まで も な く 、 外 部 か ら 獲 得 し た 資金 援助 や 表彰 な どの 

履歴 を 見 る と 明らか で ある 。 他 の 地方 自治 体 の 公開 型 天 文 台 で 、 こ れ だ け 多 く の 資 金 獲得 
を 果たし 、 な お か つ 表 彰 さ れ て いる と ころ は 、 評 価 者 が 知る 限り は 無い 。 
同時 に 、 み さと 天文 台 は 情報 発信 基地 と し て の 機能 も 見 逃 せ な い 。 新 聞 掲 載 率 や ウェ ブ 
検索 率 で は 、 そ の 数 を 所 員 の 数 で 割っ た 割合 と いう 尺度 で は 、 国 立 天 文 台 、 有 名 国立 大 学 
を も 抜き 去っ て 、 ト ッ プ に 立っ て いる こと は 特筆 すべ き で あろ う 。 
いずれ に し ろ 、 公 開 天 文 台 と し て 狭い 意味 で の 活躍 は も ちろ ん 、 広 い 意 味 で 地元 に 大 き 

な 頁 献 を し て いる こと は 明らか で あり 、 高 く 評 価 す べき で ある 。 
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集 料 資 台
 文 天 と さ み 



沿革 

美里 町 は 、 和 歌 山県 庁 所 在 地 (和歌 山 市 ) か ら 南 束 へ 2 0 km ほど 入っ た 県 北部 に 位置 す 
る 山里 で 、 西 に は 高野 山 を 控え た 自然 豊か な 場所 で ある 。 
昭和 63 年 (1988) 1 月 31 日 、 環 境 庁 ( 現 筐 境 省 ) 大 気 保 全局 が 実施 し て いた 「 ス 

ター ウォ ッ チ ング … 星 空 の 街 コ ン テ ス ト 」 で 入選 を は た し 、 美 里 町 は 美しい 星空 の 残る 場所 
の 一 つ で ある こと が 認め られ た 。 その 後 も 平成 7 年 (19.9 5) 7 月 2 9 日 に は 、「 星 空 の 街 ・ 

あお ぞ ら の 街 」 全 国 協 議会 の コン テス ト に お いて 、 長 谷 毛 原 中 学校 が 「 天 の 川 賞 」 を 受賞 す 
る な ど 美 里 町 の 星空 は 全国 的 に 高い 評価 を 得 て い る 。 
美しい 星空 を は じ め 豊 か な 自然 を 総合 的 に 活用 する た め 、 町 民 と 都市 住民 の 交流 、 教 育 の 

普及 と 学術 研究 お よび 創造 性 豊か な 青少年 の 育成 に 寄与 する こと を 目的 と し た 天文 台 を 建設 
する に 至る 。 
天文 台 は 、 公 開 天文 台 の 中 で は 当時 日 本 一 と な る 口径 1 0 5 cm 反射 望遠 鏡 を 一 般 に 公開 

し レ 、 ま た 、 創 設 当 時 に は 珍し か っ た イン ター ネッ ト の 常時 接続 回 線 を 有する こと で 地域 か ら 
の 情報 発信 基地 と いう 役割 も 担っ て いる 。 

沿革 

7/%: 平成 7 年 4 月 
課 と し て の 天文 台 が 発足 

7 平成 7 年 7 月 
台 長 (尾久 土 ) と 研究 員 2 名 (田中 、 坂 元 ) が 着任 

パパ お 平成 7 年 7 月 7 日 

竣工 

73 バ 平成 7 年 10 月 
研究 員 1 名 ( 豊 増 ) を 追加 採用 

色 95 平 成 11 年 3 月 

人 研究 員 1 名 (田中 ) が 美里 町 情報 通信 セン レタ へ 異動 
研究 員 1 名 (坂元 ) が 退職 

5 の 平成 11 年 4 月 
研究 員 1 名 ( 矢 動 丸 ) を 採用 

平成 1 1 年 5 月 

研究 員 1 名 (小澤) を 採用 

3953“ 平成 15 年 7 月 
創設 以来 の 天文 台 長 (尾久 土 ) が 退職 

> り 9 平成 1 5 年 8 月 

新た な 天文 台 長 ( 田 和 ) が 就任 
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研究 員 概 要 

矢 動 丸 泰 (や どう まる や すり しり ) 

る る 略歴 (学歴 、 職 歴 ) 
196 5 生ま れ 
1990 東北 大 学 理学 部 物理 系 天文 及び 地球 物理 学科 第 一 卒業 

19 9 3 東北 大 学 大 学院 理学 研究 科 博 士 課程 前 期 天 文学 専攻 修了 

19 9 6 東北 大 学 大 学院 理学 研究 科 博 士 課程 後期 天文 学 専攻 修了 

東北 大 学 よ り 博 士 (理学 ) 号 を 受け る 

9 9 6 国立 天文 台大 型 光学 赤外線 望遠 鏡 計 画 推進 部 研究 員 

ooo 国立 天文 台 天 文学 デー タ 解 析 セ ンタ ー 教務 補佐 員 

9 9 8 東京 大 学 理学 部 木曽 観測 所 研究 機関 研究 員 

9 9 9 和歌 山県 海草 郡 美 里 町 みか さと 天文 台 研究 員 

2003 同 主任 研究 員 

ロロ
 

ロロ
 

ピピ
 

ロビ
 

る みさ と 天文 台 で の 活動 
こう いっ た 施設 に 所 属す る 人 に は あたり まえ の こと で は ある が 、 ーー 人 で も 多く の 方 (理科 が 嫌 

いな 人 で も ) が 少し で も 天文 に 興味 を 持っ て も ら え る よう に と 心がけ て 活動 し て いる 。 各種 情報 

を 分 か りや すく 解説 する の は も ちろ ん 、 様 々 な 切り 口 で 解説 を 行なっ て いる 。 近頃 で は コミ ュ ニ 

ケー ター と いう の だ ろう が 、 あ る 意味 で 伝道 師 ・ 宣教 師 の 立場 を 意識 し た 活動 で ある 。 

みさ と 天文 台 の 特徴 の 一 つっ で ある イン ター ネッ ト 環 境 を 利用 し て 、 TV 会 議 授業 シス テム を 通 

じ て の 遠隔 授業 の 実践 を 行い 、 現 地 に 来 ら れ な い 人 に 対し て 普及 活動 を 進め て いる 。 

また 、 天 文 現 象 の ゆっ くり と し た 時 間 的 変動 を 誰 も が 分 か りや すく 理解 する た め に 、 可 視 化 す 

る た め の 手 法 や より 効果 的 な 提示 方 法 の 研究 を 進め て いる WG 「Real?Universe」 に 属し 活動 を 

行なっ て いる 。 研 究 目 的 に 取得 され た 画像 を 利用 し た 教材 作り を 目指 し た 活動 を 行なう PAOFTTS 

WG に 所 属し て いる 。 

TV 会 議 授業 

栃木 県 塩谷 郡 粟 山村 立 日 向 小 学校 6 年 (19 9 9 年 8 月 31 日 ) 

和歌 山県 美里 町 立 美里 中 学校 2 年 生 (2001 年 11 月 2 7 日 ) 

和歌 山県 美里 町 立 美里 中 学校 2 年 生 (200 2 年 12 月 1 8 日) 

福島 大 教育 大 学 附属 小学 校 4 年 生 (200 3 年 6 月 1 3 日 ) 

和歌 山県 美里 町 立 美里 中 学校 2 年 生 (200 3 年 12 月 9 日 ) 

その 他 講 演 等 

和歌 山県 那賀 郡 那 賀 町 「 よ りみ ち 学 校 コ スモ ス 」 (200 0 年度 毎月 2 回 、 研 究 員 全員 で 担当 ) 

日 本 体育 大 学 同窓 会 和歌 山県 総会 (2002 年 11 月 3 0 日 ) 

大 阪 府 大 阪 市 立 曇 江 小 学校 4 年 生 (200 2 年 10 月 17 日 ) 

大 阪 府 大 阪 市 立 黒江 小学 校 4 年 生 (200 3 年 10 月 28 日 ) 

解説 記事 等 

毎日 新聞 和歌 山 版 「 星 か ら の 贈り も の 」 (1 9 9 9 年 1 1 月 より 毎週 連載 、 研 究 員 全員 で 担当 ) 

三 碁 電 機 「 す ば る 総合 アス トロ ステ ーション 」(2 0 0 1 年 イン ター ネッ ト 博 覧 会 ) 

アス トロ カレ ッ ジ ハイ エン ドク ラス (9 ヶ月 連続 掲載 ) 

すばる フォ ト ギ ャ ラリ ー (3 つの 特集 を 執筆 ) 

る $ る 主 な 所 属 学 会 
日 本 天文 学会 

る る 外部 の 委員 な ど 
Rea19Universe (天文 現象 を 分 か りや すく 伝え る 手法 等 の 研究 を 行なう WG) 広報 担当 

PAOFTTS WG (研究 目的 に 取得 され た 画像 を 利用 し た 教材 作り を 行なう WG) メン バー 
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豊 増 伸治 (と よ ま す し ん り ) 

る 略歴 
(学歴 ) 
1967 愛知 県 豊橋 市 生ま れ 

1992 豊橋 技術 科学 大 学 物質 工学 課程 卒業 
1994 豊橋 技術 科学 大 学 大 学院 物質 工学 専攻 修了 
1995 総合 研究 大 学院 大 学 数 物 科 学研 究 科 天 文科 学 専攻 中 退 
2003 和歌 山大 学 大 学院 シス テム 工学 研究 科 知 能 メ ディ アシ ステ ム 専 攻 入 学 
(職歴 ) 
1995 みさ と 天文 台 研究 員 

へ の と 天文 台 で の 活動 
通常 の 観望 会 ・ 天 文教 室 や イベ ント ・ 一 般 的 な 公開 業務 、 新 聞 連 載 原稿 の 執筆 等 
オリ ジ ナ ル 天 文 工作 教室 の 開発 と 実施 
アマ チュ ア 天 文 的 な トピ ッ ク 観 測 に お ける 現場 全般 
食 現 象 、 彗 星 、 捨 蔽 、 流 星 群 、 人 工 衛星 他 の 観測 お よび 工作 等 
( 別 の 研究 員 が 特に 行っ て いる も の 以外 、 原 則 的 に すべ て を 一 通り 行う ) 
情報 の 公開 と マス コミ へ の 定期 的 な 情報 発信 
イン ター ネッ ト 中 継 、 ホ ー ム ペー ジ 整 備 、 マ スコ ミ 広 報 ( 同 報 F A 文 等 ) な ど 
公開 天文 台 と し て の 電 渋 観測 を 開発 ・ 観 測 ・ 普 及 
流星 電波 観測 機材 の 開発 と 定常 観測 、 成 果 の 集約 と 発表 、 ガ イド ブッ ク の 編集 協力 、 観 測 
の 普及 と 国際 観測 ネッ トワ ー ク 化 へ の 提案 太陽 電波 観測 関係 の 機材 の 開発 と 定常 観測 
県 内 の 科学 館 ・ 天 文 台 ・ 学 校 な ど と の 協同 に よる 教育 ・ 文 化 活動 
和歌 山 星 空 再発 見 プロ ジェ クト (和歌 山 の 天 文 遺産 の 調査 、 保 存 ) 
平成 1 3 年度 、1 5 年 度 地 域 科 学 館 連 携 支 援 事 業 の 企画 ・ 開 催 リモ ー ト 望遠 鏡 の 開発 
地域 と の 連携 活動 
ボラ ンティア パソ コン 教室 の 創設 、 さ わが に 健全 育成 協議 会 の 創設 に 協力 
講師 と し て 、 他 の 施設 等 で の 天文 教室 の 開催 
大 成 高校 美里 分 校 で の 非常 勤 講師 

主 な 知生 (論文 、 発 表 、 講 演 、 そ の 他 ) の リス ト 
発表 
日 本 天文 学会 2000 年 春季 年 会 (東京 2000.4.3) 

「 育 学校 と の 流星 の 共同 観測 」, 豊 増 伸治 , 三崎 吉 剛 , 越 塚 登 
著書 (共著 ) 
CQ ハン ドブ ッ ク ・ シ リー ズ (OQ ham radio 2002, 年 10 月 号 増刊 ) 流 星 電 波 観 測 ガ イド ブッ 
ク , 中 村 和 卓司 監修 RMG 編集 委員 会 編著 , CQ 出 版 社 
修士 論文 

「 次 世代 超大 口径 電波 望遠 鏡 へ の 第 一 歩 開発 へ 向け て _ プ ロト タイ プ の 製作 と 検証 」 
豊橋 技術 科学 大 学 大 学院 物質 工学 専攻 生化 学研 究 室 ” 豊 増 伸治 (平成 5 年 度 国立 天文 
台 受 託生 ) 

る る 主 な 所 属 学 会 
日 本 天文 学会 

へ 外部 の 委員 な ど 
和歌 山 星 空 再 発見 プロ ジェ クト 代表 
天体 観測 施設 の 会 に お ける 運営 スタ ッ フ プ (た だ し 組織 化 さ れ て いな い 団 体 の た め 、 委 員 な ど 
の 肩書 き は な い ) 
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小澤 友 益 (お ざわ と も ひこ ) 

る $ る 略歴 (学歴 、 職 歴 ) 
196 9 東京 生ま れ 
1988 東京 都立 南 多摩 高等 学校 卒業 
1992 国立 弘前 大 学卒 業 (理学 部 物理 学科 ) 

1994 国立 弘前 大 学 大 学院 理学 研究 課程 修了 

1999 国立 総合 研究 大 学院 大 学 博士 課程 単位 取得 退学 

199 9 みさ と 天文 台 研 究 員 

る みさ と 天文 台 で の 活動 
時 と 星 の 間 の 距離 な ど 宇 宙 に お ける 空間 の 広がり や 、 星 の 寿命 な ど 時 間 の 長 さ は 、 我々 が 日 常 

的 に 生活 する 範囲 を 大 きく 超え 、 感 覚 的 な 把握 が 非常 に 難し い 。 その た め 天 文学 の 最 先端 の 研究 

成果 ば か りか 、 基 礎 的 な 単元 に お いて も 、 体 感 を 伴っ た 理解 は 困難 な も の で ある 。 

日 常 業 務 に お ける お 客 様 と の 会 話 か ら こ の よう な 問題 を 明確 化し 、 より 簡潔 で か つ 体 感 的 な 情 

報 提供 を 行う こと 、 す な わ ち 高い 現実 性 や 体感 的 な 教材 の 開発 が 、 み さ と 天文 台 に お ける 活動 の 

主たる 目的 で ある 。 
例え ば 、 緩 や か に 動く 星 の 日 周 運 動 を 高 感度 カメ ラ に より 微速 度 撮影 し 、 高速 度 再 生 す る こと 

で 、 日 周 運 動 の 連続 的 な 動き や 紙面 で は 表現 し づら い 中 康 な 方 位 に お ける 星 の 動き な ど を 一 見 し 

て 伝え られ る 。 ま た 都市 部 の 星 が 少 な く 明る い 夜 空 や 郊外 の 暗く 満天 の 夜空 を 映像 か ら 比 較 し 、 

本 来 自然 が 持つ 夜空 の 姿 を 高い 現実 感 を 伴っ て 伝え て いる 。 

また 、 夜 空 に 見 られ る 天の川 が 、 本 来 星 の 集合 で ある と いう こと は 、 いく ら 満天 の 星空 を 眺め 

て も 、 自 身 の 目 で 確認 する こと は で き な い 。 こ れ を 最新 の 星 の カ タロ グ (アメ リカ 海軍 天文 台 USNO 

-B1.0) を 用 いて 、 あ た か も 写真 の よう な 高い 現実 感 を 伴い 図表 (可視 ) 化す る こと で 、 天の川 が 

星 の 集 合 で ある こと を 逆説 的 に 表現 し 伝え て いる 。 

より 学術 的 な 側面 と し て は 、 最新 鋭 の すばる 望遠 鏡 で 天文 学 的 な 研究 目的 に 観測 され た デー タ 

を 、 他 の 目的 に 再 利用 で きる 仕組 み 、 す な わ ち デー タ ア ー カ イ ブシ ステ ム の 開発 作業 に 参加 し て 

いる 。 研 究 者 に より 開発 グル ー プ へ 教育 普及 に 携 る も の が 積極 的 に 参加 する こと で 、 数 育 的 な 側 

面 で の 利用 を 促す よう 働き か け て いる 。 

その 他 に も 様々 ある が 、 実 際 に 開発 され た 手法 や 製作 され た 教材 その も の を ホー ムペ ー ジ な ど 

で 公開 し 、 天 文学 の 教育 普及 啓蒙 活動 に 携 る 者 の 多く が 利用 で き る 環境 を 生み 出す こと を 最終 目 

的 と し て 活動 し て いる 。 

る 主 な 所 属 学会 
・ 日 本 天文 学会 

る る 外部 の 委員 な ど 

・ 平 成 15 年 度 国立 天文 台 特別 客員 研究 員 

・Subaru Mitaka Okayama Kiso data Archive system (SMOKA) 開発 メン バー 

. Rea1?Universe 代表 (天文 教育 教材 の 開発 を 中 心 と し た 研究 グル ー プ ) 

る 研究 略歴 
・ 宇 宙 線 中 に 含ま れる 反 陽 子 を 検出 する 観測 装置 の 開発 

. 乙女 座 銀 河 団 中 の 渦巻 銀河 の 回 転 角 運 重量 ベク トル の 方 向 分 布 の 観測 的 研究 

・ す ば る 望遠 鏡 カ セグ レン 観測 装置 、 FOCAS(Faint Object Camera And Spectrograph) の 開発 

・ 岡 山 天 体 物 理 観測 所 、91cm 望遠 鏡 用 ガイ ド 星 探索 シス テム な ら び に 気象 モニ ター の 開発 

・SMOKA(Subaru Mitaka Okayama Kiso Archive) の 開発 

・ 微 速度 撮影 法 に よる 星野 動画 作成 シス テム の 開発 

・USN0-B1.0 カタ ログ を 用 いた 高い 現実 感 を 持つ 全 天 図 の 作成 

・ 天 文学 の 教育 普及 啓蒙 を 目的 と し た 各種 教材 の 開発 
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第 7 類 教育 ”( 星 の 動物 園 の 設置 及び 管理 ・ 運 営 に 関す る 条例 ) 

〇 星 の 動物 園 の 設置 及び 菅 理 ・ 運営 に 関す 
る 条例 ビ |  ( 克 7 年 3 月 22 昌 ) 

改正 平成 11 年 12 月 22 日 条例 第 31 号 

(設置 ) 
第 1 条 本 町 の 豊か な 自然 と 森林 が 持つ 多面 的 な 機能 を 総合 的 に 活用 し 、 児 童 、 生 徒 
_ を は じ め 町 選 が 都市 住民 と 相互 と 交流 を 深め る こと に より 、 教 育 の 普及 と 学術 研究 

_ 及び 文化 の 発展 と 科学 、 技術 を 身近 な も の と し 、 創 造 性 豊か な 青少年 の 育成 と 寄与 
する た め 、 星 の 動物 園 (みさ と 天文 台 、 バ パン ガ ョ ロー) (以下 「 星 の 動物 園 」 と い 
う 。) を 設置 する 。 
(名 称 及び 位置) 

第 2 条 星 の 動物 園 の 位置 は 、 美 里 町 松 ヶ 内 180 番地 と する 。 
2 星 の 動物 園内 と 、 み さと 天文 台 及 び バ ベ バンガロー を 設置 する 。 

(事業 ) | 
第 3 条 星 の 動物園 は 、 第 1 条 に 規定 する 設置 上 的 を 連 成 する た め 、 次 の 各 号 に 掲げ 

る 事業 を 行なう 。 
() 住民 が 字 宙 を 中 心 と し た 豊か な 自然 環境 の 中 で 正しい 自然 観 を 収 し 、 人 情緒 

か な 人 間 形 成 を 目指 す 事業 
(2⑳ 天文 ・ 字 宙 に 関す る 調査 、 研 究 及 び 資料 等 の 刊行 並び に 公開 事業 
(3 住民 を 対象 に 天体 観 詞 会 を 開催 し 、 天 文学 の 普及 ・ 指 導 を 行う 事業 
(4) 住民 講座 、 研 究 会 、 学 会 等 を 開催 する 事業 
(5) 上 記 各 号 の 事業 を 行う た め 、 バ ン ガ ロー を は じ め 、 セミ ナー ハウ ス 未来 と の 

連携 を 秦 に し 、 宿 泊 の 場 を 提供 する 事業 
(6) 全国 の 公開 天文 台 や 関連 の 学会 等 の 関係 機関 と 連絡 し 、 協 力 する 事業 

2 前 条 の 事業 の た め 第 5 条 の 施設 の 一 部 の 管理 運営 に つい て 、 次 の 各 号 の 打 件 を 付 
し て 民間 事業 者 に 委託 する こと が で き る 。 

 (① 町 長 は 、 管 理 受託 者 に 対し て 、 当 該 和 託 と 係る 業務 又は 経理 の 状況 に つい て 報 
告 を 求め 、 実 放 と つい て 調査 し 、 又 は 必要 な 指示 を する こと が で きる 。 

(2) 前 号 に 定め る も の の 他 、 委 託 の 条件 等 に つい て は 、 町 と 管理 受託 者 と の 契約 に 
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第 7 類 教育 ( 星 の 動物 園 の 設置 及び 管理 ・ 運 営 に 関す る 条例 ) 

ょ り 定 め る 。 
(職員 

第 4 条 星 の 動 物 園 と 、 天 文 台 長 、 研 究 員 、 事務 職員 その 他 必 要 な 職員 を 皿 く 。 

2 前項 の ほか 、 天 文 台 に は 名 准 天 文 台 長 を 置く と と が で きる 。 

(施設 の 区 分 り 

第 5 条 星 の 動物 園 の 施設 は 、 所 用 施設 、 観測 施設 、 公開 施設 及び 管理 施設 に 区 分 す 

る 。 | 
2 前項 の 区 分 は 、 別 表 第 1 に た 定め る と ころ に ょ る 。 

(徳用 許可 等 ) 

第 6 条 占用 施設 又は 観測 施設 を 使用 し よう と する 者 は 、 あら か じ め 町 長 の 許可 を 受 

け な け れ ば な らち ない 。 

2 前条 第 1 項 に 定め る 施設 の 区 分 に 応じ 、 各 施設 の 使用 方 法 、 使 用 手続 き 等 は 規 即 

で 定め る 。 | | 

(使用 の 制限 ) 

"第 7 条 町 長 は 前 条 第 1 項 の 規定 と ょ り 許可 を 受け よう と する 者 が 、 次 の 各 号 の 一 に 

該当 する と き は 許可 し な い 。 

(1) 公 の 秩序 又は 半 良 な 風俗 を 乱す お それ が ある と き 。 

(2) 星 の 動物 園 の 建物 、 附 属 設備 、 器 具 、 備 品 等 (以下 「 設 備 等 」 と いう 。) 並び に 

樹木 等 を 損傷 する お それ が ある と き 。 

(3) 昨 の 動物 園 の 管理 に 支障 を 及ぼ す お それ が ある と き 。 

(4) 星 の 動 物 園 内 と お いて 、 専 ら 営 利 を 目的 と す る 事業 を 行 な お うど と する と き 。 

(5) その 他 、 町 長 が 不適 当 と 認め る と き 。 

(許可 の 条件 ) 

第 8 条 町 長 は 、 第 6 条 第 1 項 の 許可 と に際し 、 必要 な 条件 を 付す る こと が で きる 。 

(権利 譲渡 等 の 禁止 ) 

第 9 条 第 6 条 第 1 項 の 許可 を 受け た 者 (以下 「 利 用 者 」 と いう 。) は 、 そ の 権利 を 他 

人 に 謙 渡 し 、 又 は 転 貧 し て は な ら な い 。 | 

(許可 の 変更 等 ) 

第 10 条 町長 は 、 利 用 者 が 次 の 各 号 の 一 に 該当 する と き は 、 利用 者 に 対し 、 許可 を 変 

更 し 若しくは 取り 消し 、 又は 使用 の 停止 を 命 し る こと が で きる 。 この 場合 と に お いて 

利用 者 に 生じ た 損害 に つい て は 町 長 は その 責め を 負わ な い 。 
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第 7 類 教育 ( 星 の 動物 園 の 設置 及び 管理 ・ 運 営 に 関す る 条例 ) 

(1) 利用 者 が 、 この 条例 若しくは これ に 基 づ く 規 則 又 は 許可 条件 に 違反 し て 設備 等 

_ を 使用 し た と き 。 

(2 利用 者 が 偽り 、 そ の 他 不 正 な 手段 に よ 許可 を 受け た と き 。 

(3) 災害 その 他 不 可 抗力 と よ ょ っ て 使用 きせ る こと が で き な く な っ た と き 、 又 は 使用 

させ る こと が 不適 当 と 認め られ る と き 。 

(4) 前 各 号 に 定め る も の の ほか 、 町 長 が 公用 、 保 安 又 は 管理 上 の 都合 と ょ り 特 に 必 

要 と 認め る と き 。 | 

(使用 料 ) 

第 11 条 利用 者 は 、 別 表 第 2 から 別表 第 3 に 定め る 使用 料 等 (以下 「 使 用 料 」 と い 

>。) を 納付 し な けれ ば な ら な い 。 

2 使用 料 は 、 第 6 条 第 1 項 の 許可 を 受け た 際 と 納付 し な けれ ば な ら な い 。 

3 町 長 が 特別 の 理由 が ある と 認め る と き は 、 前 第 2 項 の 規定 と か か わら ず 別 に 納付 

期日 を 指定 する こと が で きる 。 
( 曇 付 ) | 

第 12 条 即納 の 使用 料 は 還付 し な い 。 た だ し 第 10 条 第 3 号 若 し く は 第 4 号 に 該当 する 

と き 、 又 は 町 長 が や む を 得 な いと 認め る と き は 、 そ の 全部 又は 一 部 を 還付 する こと 

が で きる 。 

(解約 料 ) 

_ 第 13 条 町長 は 、 宿 泊 に 係る 使用 の 許可 を 受け た 者 が 、 使用 日 まで に 施設 の 使用 を 取 

止め た 場合 は 、 規 則 で 定め る と ころ に より 解約 料 を 徴収 する こと が で きる 。 

(使用 料 の 減免 ) 。 

第 14 条 町 長 は 、 公 益 上 必要 と 認め る と き は 、 規 則 で 定め る と ころ に より 使用 料 を 洲 

免 又は 免除 する こと が で きる 。 、 

(秩序 維持 

第 15 条 星 の 動物 園 の 入場 者 は 、 当 施設 内 と お いて 次 の 各 号 に 掲げ る 行為 を し て は な 

ら な い 。 

(1) 設備 等 を 汚損 し 、 殿 損 又は 亡失 する こと 。 

(2) 他人 に 危害 を 及ぼ ば し 、 若 し く は 他人 に 迷惑 と な る 行為 を し 、 又 は こと これら の お そ 

れ が ある 物品 若しくは 動物 の 類 を 携帯 する こと 。 

(3) 許可 な くし て 物品 の 販売 、 宣 伝 そ の 他 営 利行 為 を する こと 。 

(4) 許可 な くし て 印刷 物 、 ポ ボス ター 等 を 配布 し 、 又 は 掲示 する こと 。 
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第 7 類 教育 (て 星 の 動物 園 の 設置 及び 管理 ・ 運 営 に 関す る 条例 ) 
一 

(5) 所 定 の 場所 以外 に お いて 了 喫 煙 し 、 そ の 他 火 気 を 使用 する こと 。 

(6) 前 各 号 に と 定め る も の の ほか 、 当 施 設 の 管理 に 支障 なあ る 行為 を する こと 。 

(入園 の 拒否 、 退 場 命令 等 ) 
第 16 条 町長 は 、 次 の 各 号 の 一 に 該当 する も の に 対し て は 、 星 の 動物 園 へ の 入園 を 所 

否 し 、 退 園 を 命じ 、 又 は その 他 の 必要 な 措 軟 を と る こと が で きる 。 ビ 

1) 前条 の 規定 に 違反 する 行為 を し 、 又 は し ょ うと する 者 
(2) 前 号 に 定め ある も の の ほか 、 園内 の 管理 上 の 必要 な 指示 と し た が わな い 者 | 

(損害 賠償 ) 
第 17 条 星 の 動物 園 の 入場 者 は 、 故 意 又 は 過失 に より 施設 等 を 損傷 し 、 汚 損し た と き 

は 、 町 長 の 認定 する 損害 額 を 賠償 し な けれ ば な らち な い 。 

( 補 則 ) 
第 18 条 この 条例 の 施行 に つい て 必要 な 事項 は 、 規 則 で 定め る 。 

附 出 ビ 
この 条例 は 、 平 成年 7 月 7 日 か ら 施行 する 。 

附 則 (平成 11 年 12 月 22 日 条例 第 31 号 ) 
この 条例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 する 。 
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15 名 以上 の 団体 

の みみ 占用 許可 
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( 星 の 動 物 園 の 設置 及び 管理 ・ 運 営 と 関す る 条例 ) 

ロロ 
ーッ 

(は くち ょ うう) 
ノヽ ・ 

第 7 類 教育 

分 | 名 称 貸出 単位 | 使用 料金 

(第 5 条 関係 ) 

別表 第 2 (第 11 条 関係 ) 

観測 施設 | 天体 観測 室 

別表 第 1 



第 7 類 教育 ( 星 の 動 物 園 の 設置 及び 管理 ・ 運 営 に 関す る 条例 ) 

還 | 別表 第 3 (第 11 条 関係 ) 

EN 9 まほ |= *| 

意 部 か ーー 円 増 

撮影 器具 一 式 500 円 増 

大 型 双眼鏡 ( 30 X125 

小型 双眼鏡 6.5 X 44 う 

小型 双眼鏡 (6 一 12X25 
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天文 台 来 館 者 数 

平成 7 年 7 月 に 開館 し て 以来 の 来館 者 数 の 推移 お よび 各 月 の 平均 入館 者 数 の グラ ブフ を 示す 。 

男 昼 間 

型 夜 間 
来館 者 数 推移 (年 度 毎 合計 、 昼 夜 別 ) 

70.000 

60.000 

50.000 

40.000 竣
 Y 

30.000 

20.000 

10.000 

平成 7 年 平成 8 年 平成 9 年 平成 10 年 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 

年 度 

回 昼間 
画 夜 間 

、 昼 夜 別 ) 年 間 来館 者 数 変化 (月 平均 

8000.0 

7000.0 

6000.0 

5000.0 

数 人 4000.0 

3000.0 

2000.0 

1000.0 

0.0 

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 2 月 

次 ペー ジ 以 降 で は 、 年 度 毎 の 来館 者 数 の 詳細 を 開館 当初 お よび 近年 に つい て 示す 。 
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団体 利用 状況 

1999 年 度 以 降 の 団体 利用 状況 (利用 日 、 利用 団体 名 、 団体 の 所 在 地 、 
度 毎 の 利用 者 数 計 ) を 示す 。 

日 時 
1999/7/1 

1999/7/9 

1999/7/8 

1999/7/9 

1999/7/15 

1999/7/22 

1999/7/23 

1999/7/25 

1999/8/1 

1999/8/2 

1999/8/4 

1999/8/6 

1999/8/7 

1999/8/8 

1999/8/21 

1999/8/26 

1999/8/21 

1999/9/3 

1999/9/7 

1999/10/15 笠田 小学 校 
1999/10/23 ガー ルス カウ ト 
1999/11/4 

機関 所 在 地 子供 
海南 市 日 方 小学 校 和歌 山県 
日 本 自 閉 症 協会 
紀北 養護 学校 高等 部 和歌 山県 
大 成 高校 美里 分 校 美里 町 
舞 少年 野球 団 
野上 町 小川 小学 校 和歌 山県 
阪南 市 信達 小学 校 
永 大 子供 会 
和歌 山県 福音 教会 教会 学校 和歌 山県 
美里 町 長谷 毛 原 中 学校 美里 町 
粉河 町 スポ ー ツ 少年 団 和歌 山県 
四 分 校生 徒 会 和歌 山県 
ラボ 教育 セン ター 
リド ン 物 理 サ ー ク ル 、 第 一 次 季節 学校 
紀 の 国 サポ ー ト ネッ トワ ー ク 和歌 山県 
那賀 支所 和歌 山県 
下津 児童 合唱 団 和歌 山県 
和歌 山 消防 学校 和歌 山県 
岐阜 県 産業 文化 振興 事業 団 

和歌 山県 

美里 町 下 神 野 小学 校 美里 町 
1999/11/16 和歌 山県 いき いき 長寿 社会 セン ター _ 和歌 山県 
1999/11/16 美里 町 真 国 小学 校 美里 町 

1999/11/19 和歌 山県 いき いき 長寿 社会 セン ター _ 和歌 山県 
1999/12/13 奈良 県 西 大 和 学園 中 学校 
2000/2/24 

2000/3/28 

下 市 町 教育 委員 会 
川辺 町 教育 委員 会 (中 高生 リー ダー 研 和 歌 山県 
修 会 ) 

2000/4/22 

2000/5/11 

2000/5/20 

2000/5/30 

2000/5/31 

2000/6/8 

2000/7/13 

2000/7/14 

ボー イス カウ ト 橋 本 1 団 カ ブ 隊 
下津 女子 高校 
答 雲 高校 
海南 市 立 第 一 中 学校 
下津 第 二 中 学校 
海南 高校 
楽 業 団体 連合 会 、 海 南 地 区 連絡 協議 会 和歌 山県 
海南 市 日 方 小学 校 

35 

和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
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和歌 山県 

子供 と 大 人 の 内 訳 、 年 
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2000/7/15 舞 少 年 野球 団 47 25 

2000/7/22 九 栖 少女 バレ エ 和歌 山県 13 7 

2000/7/27 粉河 高校 和歌 山県 42 3 

2000/7/28 ボー イス カウ ト 那 賀 第 4 団 和歌 山県 30 < 

2000/7/29 橋本 市 役所 HPIN サー クル 和歌 山県 4 11 

2000/8/8 _ 和歌 山 市 民生 協 那 賀 支所 和歌 山県 60 20 

2000/8/8_ ガー ルス カウ ト 和 歌 山県 第 2 団 和歌 山県 30 10 

2000/8/11 京都 進学 会 10 3 

2000/8/17 粉河 高校 和歌 山県 59 3 

2000/8/22 滋賀 県 科学 クラ ブ 合同 (高校 科学 クラ ブ ) 30 10 

2000/8/26 宮前 少年 剣道 クラ ブ 和歌 山県 15 15 

2000/8/29 トノ イ 15 16 

2000/9/72_ フィ ー ル ズ TAKA 和歌 山県 0 26 

2000/9/7 _ 和歌 山県 消防 学校 和歌 山県 0 50 

1182 

下津 女子 高校 和歌 山県 

海南 市 中 野上 小学 校 和歌 山県 
那賀 高校 和歌 山県 
海南 市 日 方 小学 校 和歌 山県 

和歌 山県 
和歌 山県 

2001/7/28 リモ ーション クラ ブ 10 10 

2001/8/1 _ 椎 出 子供 会 和歌 山県 15 13 

2001/8/2 _ 初芝 高校 和歌 山県 20 3 

2001/8/8 _ 和歌 山 信愛 短期 大 学 付属 中 学校 和歌 山県 11 2 

2001/8/9 _ 那賀 高校 和歌 山県 8 5 

2001/8/11 宮 少 女 バ レー ボー ルク ラブ 13 8 

2001/8/18 障害 者 家族 の ふれ あい キャ ンプ 和歌 山県 5 10 
2001/8/21 大 成 高校 美里 分 校 和歌 山県 40 10 

2001/8/22 伊都 高校 空手 部 和歌 山県 30 20 

2001/8/26 和歌山 教区 寺院 子 第 和歌 山県 20 6 

2001/8/28 吉備 町 教育 委員 会 「 自 然 観察 教室 」 和歌 山県 31 4 
2001/8/29 泉佐野 市 鈴原 地 区 青少年 会 館 10 1 
2001/9/5 大阪 外国 語 大 学 コ ー ラ ス 部 0 17 

2001/9/6 _ 和歌 山県 消防 学校 和歌 山県 0 39 

2001/9/22 和歌 山 市 母親 子供 クラ ブ 和歌 山県 47 15 

2001/9/23 _ 和泉 キリ スト 集会 高校 生 ク ラス 12 8 

2001/10/11 和歌 山県 商業 高校 定時 制 和歌 山県 13 10 

2001/10/720 ガー ルス カウ ト 和 和歌山 13 団 和歌 山県 16 .5 

2001/10/27 和歌 山大 学 教育 学部 フレ ンド シッ プ 事 業 和歌 山県 30 24 
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2001/11/73 _ それいけ ! ふる さと 体験 隊 和歌 山県 100 

2001/1177 わか や ま 学 講座 和歌 山県 0 

2001/11/11 美里 町 福祉 保険 課 美里 町 30 

2001/11/23 ボー イス カウ ト 海 南 第 1 団 和歌 山県 10 

2001/12/8 海草 地域 体験 ツア ー 和歌 山県 10 
2001/12/8 海南 税務 署 和歌 山県 8 
2001/12/22 山村 体験 ツア ー 和歌 山県 0 

2001/12/26 下津 町 教育 委員 会 和歌 山県 18 
2002/1/22 泉南 地区 教育 委員 会 0 

東近江 農業 委員 会 連絡 協議 会 0 
大 阪 外語 大 学 ゴ スペ ル サ ー ク ル 0 

ボー イス カウ ト 橋 本 第 4 団 和歌 山県 18 
ボー イス カウ ト か つら ぎ 和歌 山県 20 
ボー イス カウ ト 橋 本 第 2 団 和歌 山県 30 

曽我 部 清 典 ミュ ー ジ ッ ク キ ャ ンプ 0 
2002/5/3 西川 様 0 
wo ミド ボー イス カウ ト 橋 本 第 2 団 和歌 山県 15 
2002/5/18 _ 答 雲 高校 和歌 山県 38 

2002/5/21 海南 第 一 中 学校 和歌 山県 44 
2002/6/1 _ 関西 電力 労働 組合 和歌 山県 0 
2002/7/16 和歌 山県 ろう 学校 和歌 山県 4 
2002/7/20 山手 東子 供 会 ニニ 
2002/8/1 。 友 淵 中 学校 和歌 山県 28 
2002/8/3 岩出 町 少年 野球 チー ム 和歌 山県 36 

2002/8/7 _ 清水 町 安 諦 中 学校 和歌 山県 20 
2002/8/9 藤井寺 ボー イス カウ ト 10 
2002/8/17 高 積 少 年 サッ カー クラ ブ 20 
2002/8/24 伊都 高校 空手 部 和歌 山県 26 

2002/8/27 吉備 町 教育 委員 会 「 自 然 観察 教室 」 _ 和歌山 県 28 
2002/8/29 幼児 活動 研究 会 コス モス ポー ツク ラブ _ 和歌 山県 42 
2002/10/9 青陵 高校 和歌 山県 25 

2002/10/25 大 成 高校 美里 分 校 美里 町 15 

2002/10/19 和歌 山大 学 教育 部 和歌 山県 30 1 
2002/11/7 和 大 教育 科学 コー ス 51 期生 和歌 山県 0 
2002/11/23 美里 町 商工 会 イベ ント 美里 町 28 

2002/12/13 大 成 高校 美里 分 校 美里 町 7 
2003/3/1 スポーツ 少年 団 ク ラブ 和歌 山県 24 

2003/3/8 _ 大 阪 府 美原 町 少林 寺 拳 法 ク ラブ 24 
2003/3/21 海南 税務 署 和歌 山県 4 
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海南 市 第 一 中 学校 2 年 生 
和 大 付属 小学 校 4 年 A 組 
堺 市 金岡 南 中 学校 理科 クラ ブ 
中 野上 小学 校 
内 海 小学 校 5 年 生 
下津 町 塩津 小学 校 
野上 小学 校 5 年 生 
県 庁 森林 整備 課 
下津 町 加茂 小学 校 
和歌 山県 龍 学校 
海南 市 大 野 幼稚 園 
に わ だ に 柔道 クラ ブ 
鳴滝 少年 野球 クラ ブ 
富田 林 ボ ー イ スカ ウト 第 2 団 
スマ イル キッ ズ 泉 佐野 
岸和田 ボー イス カウ ト 第 5 団 カ ブ 隊 
岸和田 ボー イス カウ ト 第 5 団 ボ ー イ 隊 
伊都 か ら て 道教 室 
田原 学園 向陽 台 高 等 学校 
岩出 ロー タリ ー ク ラブ 
真正 町 商工 会 
吉備 町 自然 ふれ あい ツア ー 
文化 教会 会 合 
和歌 山 市 役所 青少年 課 

2003/11/22 ノ ー リ ツ 鋼 機 
2003/11/22 美里 町 商工 会 
2003/12/13 海 友 会 (打田 税務 署 ) 
2003/12/26 慶 西 塾 
2004/2/27 橋本 市 原田 総合 施設 

に の 

和歌 山県 
和歌 山県 

和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 

和歌 山県 

和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 

和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 
美里 町 
和歌 山県 
和歌 山県 
美里 町 
和歌 山県 
和歌 山県 
和歌 山県 1164



イン ター ネッ ト を 利用 し た 活動 

イン ター ネッ ト を 経由 し て テレ ビ 会 議 シ ステ ム で の 理科 授業 や 望遠 鏡 の 遠隔 操作 、 天文 現象 の イ ンタ ーネット 生 中 継 な ど に つい て を 記述 する 。 

TV 会 議 シ ステ ム 中 継 授業 や 遠隔 観測 

和歌 山大 学 教育 学部 付属 中 学校 1 年 _ 尊 科 授 業 
_ 冊 西 創価 学園 中 学 理科 授業 
| 丹 島 県 の 中 学校 時 科 授業 
アメ リカ シカ ゴ の アド ラー プラ ネタ リウ ム 上 | 

1996/8/8.15.21 | 遠隔 観測 

京都 市 立 塔 南 高 校 と の 遠隔 観測 
_ 議 里 町 立 真 国 小学 校 と の 遠隔 観測 出張 観 記 会 
和歌 山県 立 海南 高校 と の 遠隔 観測 画 
和歌 山県 立 和 歌 山高 校 と の 遠隔 観測 
美里 町 立 長谷 毛 原 中 学校 と の 遠隔 観測 | 
第 10 回 農業 情報 ネッ トワ ー ク 全国 大 会 | 
で の 遠隔 観測 | 

ドド イツ. ミュ ン ヘ ン と 遠隔 観測 | 
イン ター ネッ ト 番 組 「Misato TV」 

_ 普 里 町 立 美里 中 学校 旧 食 中 継 授業 欄 里 町 立 毛 原 中 学校 日 食 中 継 授業 海南 市 立 亀川 中 学校 日 食 中 継 授業 | _ 陣 本 県 塩谷 郡 栗山 村立 日 商 小学 校 6 年 理科 授業 て 1999/10/26 _ 蘭 里 町 立 真 国 小学 校 公開 授業 -| 1999/11/26 、 床 良 県 登美 ヶ 丘 高校 実習 発表 会 | スウェー デン ・ ス トッ ク ホ ルム と 遠隔 観測 
野上 町 立志 賀 野 小 学校 [| 

園 記 mA 
0 

陸 校 イン ター ネッ ト 2 
品川 区 城南 小学 校 イベ ント 

イン フォ フェ ア 和 和歌 山 
美里 町 立 毛 原 小学 校 
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天文 現象 の 中 継 

旧 付 | 
1995/11/19 

1997/3/9 

1997/4/1-3,8-101| ヘ ー ル ボッ プ 彗 星 

1997/9/17 

1997/10/16 

LIVE! ECLIPSE 98 

LIVE! ECLIPSE 98 Annular 

し し 座 流 星 群 
し し 座 流 星 群 (高校 生 同時 観測 計画 ) 
りゅう 座 流星 群 電 波 観 測 
オー スト ラリ ア 金 環 日 食 
部 分 月 食 
ヨー ロッ パ ・ 西 南ア ジア 皆既 日 食 
ペル セ ウ ス 座 流星 群 電波 観測 

わし 座 新 星 
ふた ご 座 流星 群 
りゅう 座 流星 群 

2000/7/16 

2001/1/10 

2001/6/21 

LIVE! ECLIPSE 2001 Lunar 

LIVE! ECLIPSE 2001 

pet% ゆ 人 | 
みさ と 天文 台 
LIVE! LEONIDS 2001 

みさ と 天文 台 
みさ と 天文 台 

小惑星 パン ドラ に よる ポル ックス の 捧 才 みさ と 天文 人 台 

00276711 __ 範 分 日 食 みさ と 天文 馬 
2002/6/11 太平 洋 金 環 日 食 LIVE! ECLIPSE 2002 Annular 

2002/9/26 中 秋 の 名 月 みさ と 天文 台 

2002/11/19 し し 座 流星 和 群 みさ と 天文 人 台 

2002/11/19 し し 座 流星 群 LIVE! LEONIDS 2002 

2002/12/4 アフ リカ 皆既 日 食 LIVE! ECLIPSE 2002 
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間 日 回 更 配 

003/5731__ アイ スラ ンド 金 環 晶 食 
2003/8/27 | 火星 大 接近 

中 継 団 体 の 「LIVE! 党 」 は 、 尾 久 土 氏 が 代表 を つと め る 団体 で あり 、 世 界 各地 で 起こ る 日 食 を は 
じ め と する 様々 な 天文 現象 を イン ター ネッ ト を 使っ て 生 中 継 を 行なっ て いる 団体 で ある 。 み さと 
と の 関係 は 、 尾 久 土 氏 が 代表 を 務め て いる だ け で な く 、 み さと 天文 台 の スタ ッ フ も 現地 に 赴き 画 
像 の 取得 な ども 行なっ て いる 。 

LIVE! MERCURY 2003 

LIVE! ECLIPSE 2003 Annular 

LIVE! MARS 2003 

トゥ
 

トゥ
 

中 継 団 体 が 「 み さと 天文 台 」 と な っ て いる も の は 、 み さと 天文 台 か ら 天 文 現 象 を 生 中 継 し た も の 
で ある 。 

また 、 い くつ か の イベ ント は ネッ トワ ー ク 経由 で イベ ント の 中 継 を 行なっ て いる 。 

イベ ント 中 継 

999/9/24 中 秋 の 名 月 観望 会 中 継 

000/3/11.12 NASDA 主 催 巡 回 教室 「 宇 宙 か ら 見 た 地球 」 
000/5/6 天文 教室 「 す ば る が 見 た 宇宙 」 
000/7/7 ・ 研 所 5 周年 企画 イベ ント 中 継 開所 5 語 継 

7 周年 記念 イベ ント 中 継 
002/9/26 中 秋 の 名 月 観望 会 中 継 

貴志 川 の ホタル 中 継 
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開催 イベ ント 

平成 7 年 7 月 7 日 の オー プン 以来 、 み さと 天文 台 で 行なっ て きた 様々 な イベ ント の リス ト を 

挙げ て いま す 。 各 イベ ント の 詳細 は 天文 台 広報 紙 Mp c (メガ パー セク ) に 記述 し て いま す 
が 、 幾 つか の イベ ント を Mp c か ら 抜 粋 し て 紹介 し ます 。Mp c は 、 縮 刷 版 資料 ある い は 、 
We b 上 の PDF フ ァイル で 公開 し て いま す の で それ ら を ご 覧 下さ い 。 

(http:/www.obs.jp/misato/pd 和 mpce2004.html) 

| _ 隆 月 日 > て sr し スト 、 内 容 な ど 
9957777 _ 陸 工 式 ”__ __ 眼 知 事 、 現 職 国会 議員 、 他 招待 181 人 
99577 導 望 会 
hg95/778 __ 購 演 会 渡部 潤一 、 佐 藤 文隆 、@ 美 里 中 体育 館 
hg95/778 __ 陽 画 教室 ヨシ トミ ヤス オ @ 役 場 中 会 議 室 
1995/7/9_ ロン サー ト _ mpO 四 油 誰 

T
 995/8/13 _ | みさ と 星 ま つり 

995/9/10 _ 剛 の 話 、 望 遠 鏡 を 作ろ う ! _ 尾久 土 氏 の 講演 と 工作 (手作り 望遠 鏡 ) nm っ 

に 科 才 革 に 人 か すず 
1995/9/12,13 イ ンタ ーネット WG 会 合 方 法 を 検討 する グル ー プ 

っ ?、 星 座 早 
1995/10/8 見 盤 を 作ろ う 

電波 で 見 る 宇宙 、 電 波 望 遠 鏡 
1995/11/19 | を 作ろ う 近田 義弘 氏 の 講演 と 工作 (電波 望遠 鏡 を 自作 ) 

995712/10 区 の 星雲 ・ 星 団 坂元 天 氏 の 講演 
クイ ズ 大 会 、 お 話 、 コ ン サ ー ト (井澤 慶三 、 沖 田 

1995/12/23 | クリ スマ ス と 星空 の タ ベ いずみ 、 両 先生 )、 里 山 の 会 

宇宙 を 写す 、 天 体 写真 に チャ 豊 増 伸治 氏 の 講演 と 工作 (使い きり カメ ラ の 改 ーー as 1996/2/11 _ 陽 石 を 見 分 け よ う 向井 正 氏 の 講演 と 隅 石 鑑定 の 実習 

ー
ー
 

お 話 と 工作 (星座 早見 盤 ) 

平
成
 

7 
年
 
度 
(1
99
5)
 

996/2/3.4 和み さと 天文 台 シ ン ポ ジウ ム | ヘー ル ボ ッ プ 療 星 観測 者 会 議 
大 彗星 が や っ て 来 た 、 彗 星 の 

1996/3/10 _ 蘭 体 軌道 模型 尾久 土 氏 の 講演 と 工作 (彗星 の 立体 軌道 模型 ) 

ム オ ー プ ン イ ベン ト に は 多数 の 来 寄 が 訪れ まし た 。 
で 7 年 7 月 7 日 世界 時 7 時 ! みさ と 天文 台 世 界 に 向け て 出発 ! 

105cm 反 射 望 遠 鏡 と イン ター ネッ ト に 癌 嘆 の 声 

吉 エエ 式 は 表 華 な 顔 が れ に 出席 し て いた だ く な ど 、 市 町 将 

7 月 7 日 か ら 3 日 間 、 日 本 一 の 公 レベ ル の 式典 と し て は 、「 超 」 異 例 

開 天 文 台 の オー プン に 舞 応 し い 媛 工 の 豪華 な 竣工 式 に な り ま し た 。 

式 、 オ ー プ ニン グイ ベン ト が 友 況 の _ 105cm 反 射 望遠 赤 は も ちろ ん の こ 

うち に 終わ り ま し た 。 知事 ご 本 人 か 。 と 、 多 く の 来 交 の 注目 を 浴び た の が 

ら 直 々 に 祝 辞 を 頂 文 し 、 現 職 還 会議 今 話 題 の イン ター ネッ ト で し た 。 ま 

員 、 さ ら に は 文部省 国立 天文 台 を は 。 さ に 美里 町 の イン ター ネッ ト 元 年 を 

じ め と し て 全国 各地 か ら 多 数 の ご 来 。 象 投 する 1 日 で し た 。 

1995 年 8 月 号 

T 重 当 い 1 
『 

し デー 
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金星 を 見 つけ よう 

1996/5/5 | サー ト 、 他 

る の ? 

6
 

6
 

9
 

/
 

9
 

//
 

|
 

トゥ
 

ー
ー
 

ーー
 | 

夏 の 大 観望 会 
| 

お 月 見 会 
1996/10/13 | 太陽 の 話 、 携 帯 日 時 計 

平
成
 

8 
年
 
度 

(1
99
6)
 

マト 
名 

を 作ろ う 

陸別 講演 会 
日 食 で 遊ぼ ぽう! 

ゴゴ 

フー ミニ 4 駆 

_ 央 林 散策 

2 周年 イベ ント 
EPO コ ン サ ー ト 

流星 群 の 秘密 
kt に tri 

箇 休み 宿題 相談 室 

平
成
 

9 
年
 
度 

(1
99
7)
 

観月 会 
_ 了 真 と 天文 学 

クリ スマ スイ ベン ト 

遥か 宇宙 へ 乗り 出 そ う 、 コ ン 聞 内 了 氏 の 講演 、 百 武 彗 星 観測 報告 、 中 平 勝 
_ | 子 ピ アノ コン サー ト 、 バー ドウ ォ ッ チン グ 

午 ま で の 距離 は どう や っ て 測 
坂元 誠 氏 の 講演 と 実習 
第 26 回 天文 情報 処理 研究 会 
香西 洋 樹 氏 の 講演 、 マ リー ナシ ティ イベ ント 、EP 
〇 コン サー ト 、 星 の 舟 石 設置 
流れ 星 の お 話 、 ク イズ 大 会 、PERPETUAL コ ン 

みさ と 天文 台 シ ン ポ ジウ 

| みさ と 七 タ フェス ティ バル 

く
り
 

mmS お 間 ・ 累 河 只 (時 て N\ > 上 征 月 い で | 

増 伸治 氏 の 講演 と 工作 (携帯 日 時 計 ) 
尾久 土 氏 の 講演 と 工作 (CD で 虹 を 作ろ 3 1 9 

ネッ トワ ー キ ング グル ー プ 会 | インタ ーネット を 天文 並び に 理科 教育 に 生か す 
法 を 検討 する グル ー プ 

佐藤 文隆 氏 の 講演 (ニュ ー ト リノ で 見 る 宇宙 ) 、 ク 
イズ 大 会 、 コ ン サ ー ト (楽隊 ブラ スレ ンジ ャ ー) 

光 を 虹 に 、CD で 虹 を 作ろ う 

_| ク リス マス と 星空 の タ ベ 
こよ み の は な し 、 カ レン ダー| 

四 中 氏 の 講演 と 工作 (万 年 カレ ンダ ー) 
_ 障 増 伸治 氏 の 講演 と 工作 (動く 火星 模型 ) 
挿 野 和 三 郎 氏 、 北 村 崇 氏 の 退官 記念 講演 

区 星 の 話 、 動 く 火 星 と 地球 

ヘー ル ボ ッ プ 彗星 の 話 
星 は どう し て 光る の ? 、 ソ コ | 

_ 幅 中 氏 の 講演 と ソー ラー ミニ 4 駆 の 工作 
_ 簡 田 玄 津 二 さ ん の 案内 
豊 増 氏 の 講演 と 実習 「 美 里 町 の 水 を チェ ッ 
ク ! 」、 堂 鑑賞 会 @ 世 代 交 流 セ ンタ 
ペッ ト ボ トル ロケ ッ ト 、 英 語 で 知 ろ う 星 の こと 
みさ と 太鼓 、EPO 

坂元 誠 氏 の 講演 、 実 演 「 彗 星 の 核 を 作ろ う ! 」 

天文 か ら 見 た 地球 環境 

第 一 回 サワ ガニ レー ス 、 流 し そう めん 、 宿 題 相談 
室 、 第 2 回 ソー ラー グラ ンプ リ 

上 也 の お 話 、 月 食 の 起こ り 方 田中 氏 の 講演 と 実習 (月 食 の 起こ り 方) 
_ | 風 接近 の 観月 会 、 潰 先 先生 (お 茶 ) 
尾久 土 氏 の 講演 と 撮影 実習 _ 選 波 天文 、 ラ ジオ を 作る ろう 朋 界 で いち ば ん 簡単 な ラジ オ エ 作 第 1 回 写真 コン クー ル 表 彰 式 | 

| 有志 に よる コン サー ト 

坂元 氏 の 講演 と ロケ ッ ト 製 作 の 実演 
田中 氏 の 講演 と プラ ネタ リウ ム の 作成 
ト 杉 健郎 (国立 天文 台 ) 氏 の 講演 

ロケ ッ ト を 設計 し よう ! 
バレ ンタ イン に は 星座 を 
電波 望遠 鏡 移設 記念 講演 会 



尾久 土 氏 の 講演 「 古 代 人 の 見 た 宇宙 」、 オ リ ジ ナ 
ル 望 遠 鏡 や プラ ネタ リウ ム の 作成 
平井 一 樹 (気候 ネッ トワ ー ク コー ディ ネー タ ) 氏 の 

1998/5/4 講演 と ソー ラー ミニ 4 駅 工作 

美里 の 山 を 歩く 、 第 2 回 サワ ガニ レー ス 
「 イ ンタ ーネット を 使っ た 天文 教室 の 最前 線 」@ 

1998/6/27.28| み さと 国際 シン ポジ ウム 1998| セ ミナ 、5 ヶ 国 70 名 の 参加 者 
1998/6/13 

1998/7/8-12 

1998/8/8 

元気 に する こと が で きる 
| 共 小野 (BBCC) 、 山 藤 ( 大 阪 ガ ス )、 尾 久 土 
1998/9/12 | 医 王 星 、 海王星 を 観 よ う 
1998/10/4 導 月 会 _ 柳家 こ 名 ん 、 鼓 響 Jr、 お 茶会 
998/11/8 _| や っ て くる ぞ 、 し し 座 流星 群 | 尾久 土 氏 の 講演 
hg98/11/17 し し 座 流 星 群 観望 会 

豊 増 氏 の 講演 、 写 真 コ ン テ ス ト 表 彰 式 、「 写 る ん eeea_mama-rrm ル mw に ルッ 
8\ ぶ ぶ 。_ 過 H サ WIS 間 。 尾久 土 氏 の 講演 と 実験 

福島 登志 男 ( 国 立 天文 台 ) 氏 の 講演 と 工作 「 世 
1999/3/21_ いま 時 の は な し 究 で 3 番目 に 正確 な 時 計 を 作る 方 法 ?」 

人 地元 皆さん の 協力 を 得 て 国際 シン ポジ ウム を 主催 し まし た 。 
世界 か ら 美 里 へ よう こそ ! 今年 の 7 月 で 丸 3 年 を 迎え た 天文 直前 まで 心配 し て いま し た 。 し か 

みさ と 国際 シン ポジ ウム は 大 盛況 合 は 、 こ れ ま で の 活動 の 総決算 と し 、 全 校 を あげ て 国際 会 議 を 応援 
し て 「 イ ンタ ーネット を 恒 っ た 天 し て くれ た 大 成 高校 美里 分 校 の 生 
文教 育 の 最前 線 」 と いう 国際 会 議 。 徒 た ちの 活躍 は 、 参 加 省 に 多く の 

| を 6 月 27 日 6 月 30 日 に 町 内 の 多 。 感動 を 与え 、 会 終了 時 に は 、 多 く 
く の 和 施設 を 利用 し て 開催 し まし 。 の 感謝 の 言葉 を 得る こと が で きま 
た 。 世 界 5 ヵ国 か ら 約 70 名 の 研究 し た 。 天文 台 だ け で な く 、 美 里 分 
者 や 教育 関係 者 が 集まり 、 活 発 な 。 技 の 生徒 た ち も 、 そ し て 敵 し いふ 
議論 を 持つ こと が で きま し た 。 メニ る さと 美里 町 も 、 世 界 に 通用 する 
イン 会 場 お よび 宿泊 施設 と し て セー こと を 改め て 確 尼 する こと が で き 
ミナ ー ハ ウス が 選ば れ ま し た 。 こ まし た 。21 世 紀 ま で 1000 日 を 割っ 
れ ま で の 国内 の 学会 ・ 研 究 会 と た 今 、 新 し い 英 里 町 は 確実 に 動き 

= 上 違っ て 、 日 本 風 の 人 施設 が 外国 の 人 反 め て いま す 。 4 年 目 の 天 文 台 も 人 ム 世 界 か ら 天 文教 育 の 第 一 人 者 が や っ て きた (セミ ナー ハウ ス 研 自室 ) た ち に 、 う まく 受け 入れ られ る か ます ます 頑張 り ま す ! (尾久 土 ) 

1998 年 8 月 号 

1998/4/4 春休み スペ シャ ル ! 

未来 エネ ルギー の 日 

星 た ち 
ペル セ 和 群 観望 会 ー

ー
 

平
成
 

10
 年
 
度 

(1
99
8)
 

l
l
 

ar
 人

 

ii 

44 



火星 に 挑む ! 、 火 星 儀 を 作 
1999/4/12 ろう 尾久 土 氏 の 講演 と 工作 「 火 星 儀 を 作ろ う 」 

前 田 玄 津 二 先生 ほか 

し 尾久 土 氏 の 講演 と 実習 カタ ログ と イン ター ネッ ト で 天 
1999/7/18 区 学 市 川 伸一 (国立 天文 台 ) 氏 に よる 講演 『999/7/27-30 簡 13 回 天文 教育 研究 会 っ た | 
hgg978/11 _ 暫 食 生 中 織 講演 で 中 継 を 蟹 旨 8 人 凍 凍 洛 界 | | ii サワ ガニ レー ス 、 流 し そう め 

の 1999/9/24 | 観月 会 会 、 お 団子 

マン 

na 
2000/1/16 、 断 し い 年 、 新 し い 里 、 豊 増 氏 の 講演 と 工作 「 ガ イガ カウ ンタ を 作る 3」 大 文学 と イン ター ネッ トワ ーネット ワー ク の 専門 家 が 持つ 技術 を 天文 学 に も 2000/2/16,17 |」 ク ショッ プ 応用 する た め の 会 合 、 現在 まで 継続 2000/3/11、12| 宇 宙 か ら 地 球 を 見 る 宇宙 開発 事業 団 主催 の 巡回 教室 

人 る 上 ヒ 夕 や 観月 会 (お 月 見 ) は 毎年 多数 の お 客 さ ん が 訪れ て くれ る 定番 の イ ベン ト で す 。 
七夕 今年 も また 会 えた ね - 中 秋 の 名 月 観月 会 毎年 来 て くれ る 中 谷 さ ん (ボー カ 

240 名 を 超え る お 客 さ ん と お 祝い し まし た 箇月 リス ト ) を は じ め 、 そ の 友人 達 に よ ーー る ジャ ズ の 少 奏 。 また 大 成 高校 英里 ー 9 月 1 日 に 「 中 私 の る 月 規 朋 人 分 校 の 生徒 さん に よる 和 太 鼓 も 上 演 月 兆 浴 の ゆう ズー」 を 開催 し まし 。 され 、 二 格 的 な お 落下 然 の 中 で 朱 た し みつ つ 無 事 に 狂 え る こと が 出来 ま 
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今年 も 昨年 に ひき つづ き 、 無 事 
七夕 は 晴れ まし た 。 そ の ご 祝儀 
か 、 み さと 天文 台 は 今年 最多 の お 』 
客 さ ん に 上 恵まれ まし た 。 
後日 、 お 礼 の お た より と すてき 

な 俳句 を いた だ きま し た の で 紹介 

今回 は よ 、 で きる だ け 
人 工 の 明り を 消し 、 自 
然 の 明り で ある 月 と 思 

圭 の 向こう に 中 秋 の 名 
月 が … ( 下 の 右 上 ) 。 

させ て いた だ きま す 。 の 経 き の 中 、 自 然 を 朱 era 
し むこ と を 目的 と し ま 6? と 折っ て まし た 。 

前 店 帰 免 下さ ゐ ま せ 科す の 昨夜 の 星合 の 夜 は 種々 と 循 心中 い を 蔵 き 有 問う ご ざ あ ます 。 く の 胡 りり 全 で し た 二葉 年 目 に 織 女 の 壮 し い 痢 き に 記 り 会 うこ と が 出来 、 目 の 奥 に に 空 を 度 う 衰 が 薄 か っ た た め 、 月 光 を 
め る 事 が 出来 まし た 。 野外 で の 観察 も 天の川 を 隔て 織 女 ・ 識 生 浴び る 事 は で きま し た の 出会い も 見 る こと が 出来 、 大 変 有意 義 な ー 夜 で ご ざ ゐ まし た 。 
私 た ち 老 人 に ご 親切 な ご 指導 賜り まし た 事 を 感謝 申 し 上 げ て 居り ボボ 挙 備 に 追わ れる 美 時 分校 の 生徒 さん 詳 。 ます 。 が し こ 「 本 番 は も うす ぐだ !」 

し た 。 「 織 女 に 出 会 ふ と きめ き 階 昇 る 」 井田 謙 代 [ ) 0 今回 お 柴 ま り 頂 いた 200 名 を 越え ( おりひめ に 。 で あう と きめ き か い の ぼ る ) 
言 業 の 宇宙 の 中 に 、 一 昭 、 蒸し 署 さも 忙し さも 忘れ ます 。 い いも の で 

すね 。 実物 の 宇宙 も 案内 する こと が で き て な に よ り で し た 。 
今年 の 夏 の 本 番 は 、 天の川 も 流れ 星 も も っ と よく 見 えま す の で 、 お 未 し みみ に 。 

(人 豊 増 伸治 〉 

る お 客 様 、 ま た ボラ ンティア の ス 
タッ フ の 普 様 に この 場 を 信 り て お 礼 
申し 上 げ ま す 。 ま た 次 の 機会 に も お 
集 り 頂け る こと を 楽し み に し て いま 
す :。 (小澤 友 導 ) 

1999 年 8 月 号 と 2002 年 11 月 号 
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富田 晃彦 (和歌 山大 ) 氏 の 講演 
第 5 回 サワ リガ ニレ ー ス 

すばる 望遠 鏡 と イン ター ネッ ト で 結び 生 で 、 布施 
哲治 (国立 天文 台 ) 氏 の 講演 
矢 治 健太 郎 ( か わ べ 天文 公園 ) 氏 の 講演 
5 周年 、 佐 藤 文隆 氏 の 講演 、 甲 斐 恵美 子 十 中 谷 
泰子 コン サー ト 、 七 タ 飾 り を 作ろ う 

2000/7/16 

2000/7/22 懸 秀 彦 ( 国 立 天 文 合 ) 氏 の 講演 と 特別 観望 会 

2000/8/12__ | ペ 
2000/8/20 __ | 流し そう めん 

2000/9/12 観月 会 か! 

2000/10/15 _ | 直径 2m の 木星 儀 を 作ろ う | 尾久 土 氏 の 講演 と 作業 「 木 星 儀 作 り 」 
2000/11/12 | 

2000/11/17 

2000/12/10 | 和 既 月 食 観望 会 

矢 動 丸 氏 の 講演 (計算 機 の 歴史 ) と 豊 増 氏 の 講 
2000/12/23,24T の 基礎 演 お よび 制御 ソフ ト の 自作 実習 

2000/12/24_ クリ スマ ス デ ィ ナ ー シ ョ ー _ | か じ か 荘 で の トー ク と コン サー ト 
を 予想 矢 動 丸 氏 の 講演 
人 矢 動 丸 氏 の 講演 と 観望 

小澤 氏 の 講演 
第 6 回 サワ ガニ レー ス 

火星 接近 と ブラ スコ ン サ ー ト | 尾久 土 氏 の 講演 と 曽我 部 さん の コン サー ト 

皆既 日 食 中 継 観望 会 豊 増 氏 の 解説 で 中 継 鑑賞 
部 分 月 食 観 望 会 

6 周年 イベ ント 、 斉 藤 氏 (大 林 組 ) の 講演 と ジャ ズ 
七 タ ライ ブ と トー ク ライ ブ @ か じ か 革 

2001/8/19 | 流し そう めん 
booi/979 __ 財 宙 の 日 矢 動 丸 氏 の 講演 

雨 の 観月 会 
文化 の 日 記念 講演 会 「Dr 
丹波 の 紙 ヒ コー キ エ 作 ・ 実 験 

丹波 順 氏 の 講演 お よび 紙 飛 行 機 作 り 

し し 和 群 観望 会 、 ス ペ シ ャ ル イ | 毛 利 衛 ( 元 宇宙 飛行 士 ) の テレ ビ 会 議 に よる 生 

ーー 講演 、 ル ク プ ル の コン サー ト な ど 
001/12/9 は 星 矢 動 丸 氏 の 講演 と 工作 「 土 星 儀 作り 」 
2001/12/14.15 ふ た 

和歌 山 市 立 こ ども 科学 館 と 毛 原 小 学校 へ の オー 
2002/2 月 連携 支援 事業 イベ ント 

講座 豊 増 氏 の 講演 、I-jigen の 皆さん の 講演 2002/3/10 



スタ ー バ ー ス ト 銀 河 西浦 慎 悟 (木曽 観測 所 ) 氏 の 講演 
第 7 回 サワ リガ ニレ ー ス 、 フ ァ ン ファ ー レ 、 サワ ガニ 
狂騒 曲 サワ ガニ レー ス 

2002/6/9 部 分 日 食 人 豊 増 氏 の 講演 と 工作 「 日 食 サ ング ラス 作り 」 
2002/7/7 性 と 音楽 で 語る ゆう べ 7 周年 記念 、 ゴ ッ ンド ブレ ス 、 佐 藤 文 隆 氏 の 講演 
2002/8/11__| ペ ベ ペルセウス 座 流星 群 矢 動 丸 氏 の 講演 と 工作 「 使 いき り カ メラ 改造 」 へ 、|2002/8/12__ | ペル セ 群 観望 会 宝 子 さ ん の 演奏 付き 

0 [002/9/15 _ 上 恨 間 の 金星 を 見 よう 小澤 氏 の 講演 と 工作 「 金 星 を 探す た め の 道 具 」 
2 中 秋 の 名 月 観月 会 へ 月 光 
操 2002/9/21 _、 蘭 の ゆう べ 中 谷 カ ル テ ッ ト 、 大 成 高校 美里 分 校 、 お 茶会 革 002/10/13_ | パソ コン に 挑む 第 3 弾 豊 増 氏 の 講演 「Web プ ログ ラミ ング 極意 」 と 実習 
1 誰 で も 分 か る ! 2002 年 度 ノ 
導 2002/11/10 | 一 ベル 賞 の 解説 尾久 土 氏 の 講演 

Z2002/11/19 __ し し 座 流 星 群 特別 観望 会 
2002/12/8 輝く 冬 の 1 等 星 

星座 に 親しむ へ 
_ ルル タ 大 会 中 筋 規 江 、 大 成 高 校 カ ル タ 部 

人 大 出現 の 予想 され た 2001 年 の し し 座 流 星 群 の 

こち ら 火 星 探査 船 ・ 保 健 室 

会 イベ ント を 行ない まし た 。 
し し 閣 イ ベン ト 速 報 ! 

流星 大 出現 ! ! 

その 夜 が や っ て 来 た ! 
2001 年 11 月 18 日 深夜 (19 日 早 

朝 ) あな た は 何 を し て いま し た か ゃ 
Mpc を お 読み の 方 な ら 、 も ちろ ん 、 
空 を 見 上 げ て いた は ず で す よ ね 。 そ 
し て あの 流星 雨 を 目の当たり に し た 
は ず で す 。 

その 拡 況 を 説明 し よう と いく ら 言 
菜 を 尽く し て も あの 感動 ・ あ の 追 
力 ・ あ の 荘 基き さ は と て も 伝え きれ な 
い の で は な いで し ょ うか 。 

予想 的 中 ! 

我々 も 出現 の 予想 を 信じ て は いた 
も の の 、 予 起 が 現実 に な る と その 現 
実は 想像 以上 で あり 、 人 間 の 起 像 を 
越え た 現象 は 自然 の 凄まじ さ を 見 せ 
つけ られ た 思い が し ます 。 こ ん な に 
素 請 らし い 光 景 (天文 イベ ント ) は 

今後 一 生 見 られ な い の で は な いか と 
思う くら いで す 。 そ の 時 間 は 研究 員 
も 仕事 を 忘れ て 空 を 見 上 げ て お り ま 
し た 。。。 

下図 は 、19 日 午前 3 時 15 分 か ら 
の 星空 の 様子 で す 。 抑 覧 の よう に 、 

時 15 分 か ら 5 分 毎 (5 分 積分 ) の 尾 空 の 様子 。 
に 放 笛 栓 に 写っ て いる の が 全 癌 六 星 。 
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数 多く の 流れ 星 が 写 っ て いま す 。 こ 
の 両 像 は 静止 天 ( 長 時 間 替 出 ) で す 
の で 、 動 き は 感じ られ ませ ん が 、 寄 
骸 に 空 を 見 上 げ て いる と 、 次 か ら 次 
へ と 流れ 星 が 出現 する の で 、 人 飽き る 
器 は あり ませ ん で し た 。 一 上 で 、 一 
生 分 の 流れ 星 を 見 た の で は な いか と 
思う ほど 、 大 満足 の 一 夜 で し た 。 

ーー ラリ 

貸 色 の 線 は 、 し し 族 の 世 置 。 し し 産 を 中 心 
( 提 叉 : 豊 増 研究 員 、 文 化 セ ンタ ー 太 上 に て ) 

に jigen の 皆さん の 講演 な ど 

際 は 、 天 文 台 を 飛び 出し て オー ルナ イト 観望 

観望 会 場 は 大 賑わい ! 

Mpc で も 6 ヶ月 に 渡り 宣 技 を 続け 
て きた 「 し し 座 流星 辞 」。 イベント 
が 行なわ ね われ た 当日 は 日 曜 の 深夜 に も 
関わ ら ず 、 の べ 1000 人 に も な ろう 
か と いう 大 勢 の お 客 さ ん が 集 まり ま 
し た 。 心配 し て いた 天気 に も 恵まれ 
た お か げ で 、 大 人 も 子供 も 今世紀 最 
初 に し て 最大 の 天文 ショ ー を 堪能 し 
まし た 。 

ホー ル の 中 も 大 盛況 ! 

屋内 で は 、 宇 宙 飛 行 土 毛利 さん と 
の 中 経 や ル ・ ク ブル の コン サー ト が 

開催 され まし た が 、 イ ベン ト 導 了 直 
後 か ら を 増やし た 流星 笑 の 前 に 
は 、 彼 ら も メイ ン イ ベン ト の 肩書 き 
を 譲る し か な か っ た よう で す 。 
壮 里 で 流星 履 を 楽し ん だ ル ・ ク ブ 

ル さ ん の コメ ント や 東京 会 場 の 詳細 
は 、 次 号 で お 知ら せ す る 予定 で す 。 

( 矢 動 丸 秦 ) 

2001 年 12 月 号 



小澤 氏 の 講演 と 工作 「 手 作り 望遠 鏡 作成 」 

相馬 充 ( 国 立 天文 台 ) 氏 の 講演 と 観望 会 
第 8 回 サワ ガニ 、 サワガニ 健全 育成 協議 会 ( 地 
元 の ボラ ンティア ) 
情報 通信 月 間 協 賛 イ ベン ト 、 尾 久 土 氏 の 講演 と 

すき 人 中 継 観望 ス - 

003/7/5.6 | 七夕 無料 観 記 会 _ gg ヌ 人 
に 1 さぁ 、 夏 休み 。 み ん な で 夏 の 

2003/7/20 | 尾 座 を 探 そ う ! 小澤 氏 の 講演 お よび 工作 「 星 座 早見 盤 」 
2003/8/10 __ 廃し そう めん サワ ガニ 健全 育成 協議 会 (地元 の ボラ ンティア ) 

真夏 の 満月 の 夜 - ペ ベル セ ウ | 中 串 孝志 (京都 大 学 ) 氏 の 講演 、 宝 子 さ ん の コン 
2003/8/12 | スス 座 流 星 群 と 火星 を 見 よう ! | サー ト 

003/8/13-17| 火 星 ウ ィ ー ク 特別 編成 で 火星 の 観望 を 行なう 

去 ルル う ! 

火星 再 接近 の 日 に オー ルナ イト で 観望 会 を 行 な 
2003/8/27_ オー ルナ イト 観望 会 う 

シュ ウミ ン ( 二 胡 奏 者 ) 、 大 成 高校 美里 分 校 太鼓 
2003/9/11 | 観月 会 2003 部 、 地 元 の お 茶 の サ ー ク ル 
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宇宙 膨張 は ここ まで わか っ 
ーー 

所 二 邊 前 トワ ー ク 事情 」 
中 筋 先 生 を お 招き し 、 競 技 カ ル タ の 説明 や 実 

2004/1/31 | 第 2 回 星座 カル タ 大 会 践 、 オ リ ジ ナ ルカ ル タ 大 会 

004/3/14 _ 惹 星 の な り た ち _ 括 動 丸 氏 の 講演 
全 火 星 接近 で は 、 お 客 さ ん の ニー ズ に こたえ る た め 、 お 盆 の 時 期 と 最 接近 日 に 特別 観望 会 を 
企画 し ま . し た 。 

火星 「 超 」 接 近 
オー ルナ イト 観望 会 

土居 守 ( 東 京 大 学 ) 氏 の 講演 
豊 増 氏 の 講演 「 長 距離 無線 LAN 実 験 と 最新 ネッ 

トゥ
 

宣 由 や 大 番 秩 ち の 史 で は 、 火 業 に つい て の お 話 を 閉 い て 頂き まし た 。 ま た 、 そ の 検 子 を テレ ビ 内 が 取 村 し て いき まし た 。 
ご ーー ロロ 了 る 

「6 万 年 ぶり の 大 接近 」 と マス コ 
ミ で 紹介 され 、 今 年 の 夏 が 水生 一 色 

に な っ た の は 改め て 言う 必要 は な い 
で し ょ う 。 そん な 火星 フィー バー の 

最 中 、 代 休み 終 般 の 8 月 27 日 に 、 火 3 
星 と 地球 の 最 接近 を 由 え まし た 。 

この 機会 に 多く の 方 に 火星 を 見 て ぼ ん 、 
いた だ こう と 、 み さと 天文 台 で は 。 に な り 、 望 違 央 の ある 建物 の 前 に 1 _ に な っ た 方 全員 が 火 還 を 見 る こと が 天文 台 の 許容 人 数 を は る か に 超え 
オー ルナ イト で 観望 会 を 行ない まし 時 間 あ まり の 待ち 時 間 と な る 長蛇 の _ で きた 訳 で は な く 、「 反 月 に で も ま る 来客 数 で し た の で 、 駐 車場 や 国道 
た 。 延べ で 数 百人 を ゆう に 超え る 。 列 が で きま し た 。 し か し 残念 な が た 来る よ !」 と 仰っ て 帰る 方 も 少な へ 至る 道 に は 東 が あ ふれ 、 お 越し に 
(1000 人 も の 々 ?) お 客 さ ん が お 越し ら 、 途 中 、 旦 る 時 間 も あ り 、 お 越し か ら ず お られ まし た 。 な っ た だ お客 さ ん を は じ め 近 隣 の 皆 さ 

4 か ん に 夫 変 ご 迷 
惑 を お か けし 
まし た こと 、 
この 場 を 民 り 

て お 詫び し ま 

す 

と 抽 ( 

( 矢 動 丸 未 ) 

2003 年 10 月 号 

[うに ニュ ュー ニニ ここ る 列 は .、 医 を 横切る ほど 長く な り ま し た 小 巣 針 遠 鏡 の 横 で 携帯 電話 で 火 業 を 提 影 を する 人 や 也 科 企 を 持 箇 する 人 も 

人 の 



人 研 究 成 果 

研究 成果 と し て 、 査 読 論文 、 国際 会 議 で の 発表 、 各 種 学会 で の 発表 、 著 書 、 その 他 に 関す る リス ト を 挙げ る 。 

Sadakane, K. and Okyudo, M. 
"Abundance of Nitrogen and Sulfer in A-Type Stars", 
Publ. Astron. Soc. Japan 41, 1055-1065 (1989) 
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岩波 アク ティ ブ 新 書 編 集 部 編 「 私 の お すす め パ ソコ ン ソ フト 」 岩 波 書 店 (2002 年 ) 
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日 本 エッ セイ スト クラ ブ 編 、2003 年 版 ベ スト ・ エ ッ セ イ 集 「 う ら や まし い 人 」 文 藝 春 秋 (2003 年 ) 

金 国際 会 議 の Proceedings の 編集 

文 (Eds) Okyudo, M., Ebisuzaki, T.and Nakayama, M. 

Frontiers Science Series (FSS) No. 27 Astronomical Education with the Internet", 

Proceedings of the Misato International Symposium 1998 on Astronomical Education with 

the Internet held on June 27-28, 1998, Misato-Town, Wakayama, Japan, ISBN: 4-946443- 

51-7, Universal Academy Press Inc. (1998) 

る 金 そ の 他 

各種 研究 会 発表 、 
各種 新聞 連載 (毎日 新聞 和歌 山 面 日 曜 版 に 1999 年 11 月 より 掲載 な ど )、 
紀要 、 雑 誌 等 の 記事 
な ど 
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外部 と の 連携 

る 和歌 山大 学 と の 連携 

・ 博物 館 学芸 員 実習 
2000 年 度 か ら 実習 の 受け 入れ を 行ない 、 これ まで に 6 名 (2000 年 度 に 2 名 、 2002 年 度 に 4 名 ) 

が 資格 を 取得 し て いる 。 (希望 学生 の いな い 年 も ある 。) 
・ 卒論 ・ 修 論 指 導 

200 年 度 か ら 和 歌 山大 学 学生 の 卒業 ・ 修 土 論 文 の 観測 受け 入れ や 研究 議論 等 を 行なっ て いる 。2000 
年 度 (卒業 2 名 )、2002 年 度 (卒業 3 名 ・ 修 了 1 名 )、2003 年 度 (修士 1 名 )。 

・ リ モー ト 望 遠 鏡 
1995 年 当初 より 共同 研究 を 進め て お り 、 成 果 は 論文 な ど に 出 て いる 。 

・ フ レン ド シ ッ プ 事 業 

第 1 回 (1997 年 ) か ら 協 力 を 行ない 、 第 2 回 (1998 年 )、 第 5 回 (2001 年 )、 第 6 回 (2002 
年 ) で は 、 み さと 天文 台 を 実習 会 場 に 進め られ た 。 

る 教育 普及 面 で の 連携 

・ 学 校 と の 連携 
周辺 の 高校 と の 連携 は 設立 当初 より 進め られ て お り 、 近 年 は 非常 勤 講師 と し て 定期 的 に 授業 を 行 
な っ て いる 。 小 学校 や 中 学校 と は 、 テ レビ 会 議 授業 を は じ め 、 訪 問 し て の 講演 な ど が 多数 ある 。 
1995 年 12 月 海南 高校 天文 台 合宿 
1996 年 3 月 海南 高校 天体 観測 実習 
1997 年 春海 南 高 校 体験 実習 
1997 年 奉 大 成 高校 美里 分 校 に 非常 勤 講 師 と し て 赴く 
1999 年 か ち 奈良 県 登美 ヶ 丘 高校 の 観測 実習 ( 夏 ) お よび 結果 発表 会 ( 冬 ) 

・ 生 涯 学習 施設 と の 連携 事業 
科学 技術 振興 事業 団 の 地域 科学 館 連 携 支援 事業 で 、 和 歌 山県 内 各 施設 と の 連携 を 進め て いる 。 
平成 1 3 年度 科学 館 連 携 支援 事業 「 み る ・ き く ・ さ わる デジ タル 技術 」 
和歌 山 市 立 こ ども 科学 館 、 か わ べ 天文 公園 、 毛 原 小学 校 、 美 里 中 学校 と 連携 
和歌 山 市 立 こ ども 科学 館内 で の イベ ント の 開催 と 展示 物 の 製作 

平成 1 5 年 度 科学 館 連 携 支援 事業 「 光 と 風 と 僕たち な は こぶ 、 田 舎 の ブロ ー ド バン ド 」 
大 成 高校 美里 分 校 、 美 里 町 内 全 小 中 学校 と 連携 
手作り 無線 LAN に よる 岩出 と 大 成 高校 美里 分 校 と の 常時 接続 の 確立 

・ 生 涯 学習 施設 と の 連携 活動 
支援 事業 以外 に も 1997 年 4 月 より 定期 的 な 活動 を 「 あ か そん と 呼ば れる 和歌 山県 内 の 天文 関 
係 者 の 集まる グル ー プ で 進め て いる 。 毎 月 1 回 の 勉強 会 を は じ め 、 施 設 を 越え た つなが り で 様々 
な 活動 を 進め て いる 。 メ ン バ は 、 和 歌 山 大 学 、 和 歌 山 こども 科学 館 、 か わ べ 天文 公園 、 生 石 高原 
天文 台 、 み さと 天文 台 な どの スタ ッ フ で ある 。 そ の 中 で 立ち 上 げた 「 星 空 再 発見 プロ ジェ クト 」 
(平成 1 1 年 5 月 設立 ) で は 、 以 下 の 活動 も 行なっ て いる 
平成 1 1 年 度 
和歌 山県 県 民生 活 課 の 感動 わか や ま 2 1 事業 に お ける 、 パ パンフレット “わっ! か や ま 星 文 空 マ 
ッ プ ” お よび 小冊子 “和歌山 星 空 物語 ” の 企画 ・ 調 査 ・ 編 集 ・ 発 行 ・ 県 内 全学 校 お よび 図書 館 な 
ど 文 化 施設 へ の 配布 
和歌 山県 内 全 小 中 学校 へ の 配布 環境 庁 全 国 星 空 継続 観察 へ の 各 施 設 の 合同 参加 

平成 1 2 年 度 
小 模 孝二 郎 氏 (日 本 流星 研究 会 の 前 身 を 設立 ) の 調査 ・ 資 料 整理 
高城 武夫 氏 の プラ ネタ リウ ム の 保存 に 向け て の 調査 
量 食 の 合同 観測 ・ イ ンタ ーネット 中 継 
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平成 1 3 年 度 
科学 技術 振興 事業 団 の 地域 科学 館 連 携 支 援 事 業 に お ける 「 み る ・ き く ・ さ わる デジ タル 技術 」 

へ の 実施 協力 
平成 1 4 年 度 
KANSAI ブロ ー ド バン ド 活 用 術 企画 コン ぺ に お いて 、「 星 の お 兄さん 発掘 事業 」 が 2 次 審査 通 

過 、 そ の 成果 と し て リモ ー ト 望遠 鏡 の 作成 と 試験 運転 
和歌 山県 文化 国際 課 の 紀 の 国 先 人 顕彰 事業 に お ける 執筆 協力 (平成 1 5 年 度 ) 

平成 1 5 年 度 
和歌 山県 文化 国際 課 の 紀 の 国 先 人 顕 彰 事業 に お ける 執筆 (平成 1 4 年 度 よ り ) 
子ども ゆめ 基金 : 子ども の 体験 活動 助成 (独立 行政 法人 国立 オリ ン ピ ッ ク 記 念 青少年 総合 セン 

ター) に よる 「 こ の 夏 、 君 も 望遠 鏡 職 人 に な ろう ! 」 の 企画 ・ 実 施 
和歌 山 天文 館 の 保存 活動 

・ 広 域 で の 協力 
県 内 だ け で な く 、 様 々 な 施設 か ら の 講演 依頼 が ある 。 例 えば 、 大 阪 市 立科 学 館 、 星 の 子 館 、 原 子 
力 研 究 所 な ど 。 

る その 他 の 連携 

・ 研 究 面 で の 連携 
あら ゆる 方 面 で の 活動 を 進め て いる が 、 外 部 と くに 外国 と の 連携 を 記述 する 。 

スウ ェ ー デ ン キル ナ IRF で の オー ロラ 観測 
平成 1 3 年 2 月 より 撮影 を 開始 し 、 デ ー タ の 公開 を 行なっ て いる 。 

・ 外 部 の 研究 施設 か ら の 協力 依頼 
外部 の 研究 施設 か ら 、 観 測 装 置 の 設置 な ど 、 研 究 面 で の 協力 依頼 も ある 。 
東京 大 学 の 地震 計 (平成 8 年 度 よ り ) 
紀北 地域 の 群発 地震 の モニ タ 
京都 大 学 の 全 天 モ ニタ (平成 1 2 年 度 よ り ) 

大 気 光 の 観測 
福井 高専 の 流星 電波 観測 装置 (平成 1 2 年 度 よ り ) 
広島 市 立 大 学 の 電波 観測 装置 (平成 1 4 年度 よ り ) 
地震 と 電波 と の 関係 の 研究 

・ そ の 他 
全国 天体 観測 施設 の 会 へ の 参加 と メー リン グリ スト の 運用 を 平成 8 年 度 以 降 続 ける 。 
流星 電波 観測 ガイ ドブ ッ ク の 自費 出版 版 と 正式 出版 版 へ の 編集 協力 と 配布 。 
流星 観測 家 の 上 田 さ ん ら と 2001 年 し し 座 流 星 雨 CD-ROM を 作成 し 、 み さと 天文 台 で 配布 。 
な ど 。 
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ホー ムペ ー ジ や 新聞 等 の 掲載 率 
る 日 P 検 索 結果 

Web 検 索 率 (サー チエ ンジ ン google に よる 検索 結果 ) 

機関 名 | 検索 頁 件 数 | スタ ッ フ 数 内 索 率 (件 ン 人 ) 
| 

1850000 
東北 大 学 | 1050000 
和歌 山大 学 | に ga 

We b 検 索 サ ービス に お いて 、 機関 名 を キー ワー ド と し て 検索 を 行ない 、 各 機関 の ペー ジ 検 
索 率 の 比較 を 行なっ て みた 。( サ イト は 、http:/www.google.co.jp/ を 利用 し た 。) 

みさ と 天文 台 と 比較 し た の は 、 品 径 1 m を 越え た 望遠 鏡 を 有 し 、 か つ 複 数 の スタ ッ フ が 勤務 
する 全開 天文 台 、 お よび 、 大 学 等 の 大 き な 研 究 機関 で ある 。 

表 で は 、 機 関 名 毎 に 以下 の 数 値 を 示し て いる 。 
検索 結果 数 
検索 結果 数 を 研究 者 数 で 割っ た も の 

この 結果 は 、200 4 年 2 月 28 日 午後 9 時 現在 の 検索 結果 で ある 。 

(同様 の 他 の 検索 エン ジン (yahoo) で は 、 検 索 ペ ー ジ 数 が 多く な る 大 き な 研 究 機関 の 結果 が 、 
登録 サイ ト 数 し か 出 て 来 な い の で 、 比 較 が 難し く な る た め 利 用 し な か っ た 。) 

ミー 



る 金 新聞 等 掲載 数 

フ テ ィ の サー ビス に よる 結果 ) 新聞 掲載 率 ( 
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の サー ビス は 、 記事 を 閲覧 する の は 有料 だ が 、 検 索 数 を 表示 する まで な ら 無 

料 で 行なえ る 。 た だ し ID の 取得 が 必要 。) 

(サイ ト は 、http:/www.niftwecom/RXCN/ ) を 利用 し 、 組 織 の マス コミ 掲載 率 の 比較 を 行 
新聞 や 雑誌 の 見 出し ある い は 文章 中 に 含ま れる キー ワー ド を も と に 記事 を 探し 出す サー ビス 

な っ て みた 。( 

po 

Web 検索 率 と 同様 に 、 み さと 天文 台 と 比較 し た の は 、 ロ 径 1 m を 越え た 望遠 鏡 を 有 し 、 か つ 

複数 の スタ ッ フ が 勤務 する 公開 天文 台 、 お よび 、 大 学 等 の 大 き な 研 究 機関 で ある 

月 数 で 割っ た も の を さら に 研究 者 数 で 割っ た も の 
公開 天文 台 関係 は 200 4 年 2 月 2 4 日 午後 3 時 現在 、 大 き な 研 究 機 関 は 200 4 年 2 月 2 

検索 結果 数 を 営業 月 数 で 割っ た も の ( 注 ) 

8 日 午後 8 時 現在 、 の 検索 結果 で ある 。 

表 に は 、 検 索 キ ー ワ ー ド 毎 に 以下 の 数 値 を 求め て いる 。 

検索 数 

72 

( 注 ) 組織 の 発足 な デー タバ ンク の 対象 期間 より 古い も の に つい て は 、 デ ー タ バン ク の 中 の 

デー タ で 最も 古い 日 付か ら の 月 数 で 割っ て いる 。 具 体 的 に は 、 情 報 の 取り 扱い 期間 が 最も 長 
い 和 朝日 新聞 の 198 4 年 8 月 9 日 か ら の 月 数 (23 5 ヶ月 ) を 採用 し て いる 。 



編集 後記 

評価 報告 書 を 作成 する に あたっ て 一 番 大 変 だ っ た の は 、 こ れ ま で の 活動 の 履歴 を 集約 する こと で 
し た 。 み さと 天文 台 で は これ まで 一 度 も 年 次 報告 書 等 を 作成 し た こと が 無く 、 年 度 毎 に 記録 を ま 
と め た も の が 存在 し か っ た の で す 。 そ こ で 唯一 頼れ る の は 、 天 文 台 開館 時 か ら 毎 月 発行 し て いる 
広報 紙 M p c (メガ パー セク ) か ら 過 去 の あら ゆる 情報 を 拾い 集め る の が 最初 の 作業 で し た 。 

Mp c に は 、 比 較 的 多数 の 主 だ っ た 情報 が 載せ られ て いる も の の 、 記 事 に し て 面白 いも の や 目 新 
し いも の に 重き が 置か れる 傾向 な あり 、 全 て の 情報 を 満遍なく 掲載 し て いな い 状 況 は 否定 で きま 
せん で し た 。 特 に 個人 レベ ル の 活動 な ど は 見 えて こない 部 分 も 多く あり まし た 。 そ こ で 研究 員 は 
も ちろ ん 関係 各位 か ら 情 報 の 提供 を 求め る こと も し まし た 。 

また 、 外 部 評価 委員 会 開催 まで の 時 間 も 限 られ て いた た め 、 完 璧 な 情報 収集 に は 至り ませ ん で し 
た が 、 可 能 な 限り 多数 の 情報 を 集め て 評価 用 資料 を 作成 し 、 外 部 評価 委員 会 に 提出 し まし た 。 

外部 評価 委員 会 委員 の 皆さん は 各 方 面 で 引っ 張り だ この 、 お 忙し い 方 々 ば か り だ っ た の で 、 委 員 
会 の 開催 日 を 決定 する だ け で も 一 苦労 で し た が 、 そ れ で も 何と か 都合 が つき 、 委 員 の 方 々 に 美里 
町 まで 足 を 運ん で いた だ き 、 委 員 会 を 無事 開催 する こと が で きま し た 。 そ の 後 も 、 報 告 書 や 各 委 
員 さ ん の 意見 書 を 執筆 し て いた だ く 時 間 も な か な か と れ な か っ た よう で す が 、 委 員 の 皆さん の ご 
協力 で 原稿 も きち ん と 集まり まし た 。 

そう こう し て 出来 上 が っ た 外部 評価 報告 書 が 本 書 で す 。 本 書 は 、 足 掛け 1 0 年 に 渡る みさ と 天文 
台 の 活動 を 願 み て 、 現 状 を 踏ま えた 上 で 、 こ れ か ら 歩 むべ き 道 を 考え る こと を 目的 と し て 作ら れ 
まし た 。 外 部 評価 委員 さん に よっ て 作ら れ た も の な の で 、 み さと 天文 台 の 更 な る 活動 の た め に も 、 
今後 も これ を 十分 に 活か し て いき た いと 考え て いま す 。 

外部 評価 報告 書 を 作成 する の は 、 公 開 天文 台 と し て 先駆 的 な 例 と 言え る よう で す が 、 今 後 、 こ の 
よう な 報告 書 を 作ら れる 人 た ち に と っ て 参考 に な れ た ら 幸 いと 思っ て いま す 。 

みさ と 天文 台 長 田沼 定 通 
主任 研究 員 人 矢 動 丸 秦 
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